
献
物
帳
管
見

北

啓

太

は
じ
め
に

献
物
帳
は
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
の
聖
武
天
皇
崩
御
以
後
、
主
と
し
て
同
天
皇

の
ゆ
か
り
の
品
々
が
寺
院
に
献
納
さ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
文
書
で
、
正
倉
院
に
蔵
す

る
東
大
寺
献
物
帳
五
巻
と
、
法
隆
寺
に
伝
来
し
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
に
蔵
す
る
法

隆
寺
献
物
帳
一
巻
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
原
本
で
、
堂
々
た
る
風
格

を
帯
び
て
お
り
、
天
皇
あ
る
い
は
皇
太
后
の
意
思
が
表
明
さ
れ
た
当
時
最
高
級
の
文
書

と
考
え
ら
れ
、
歴
史
・
文
化
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
正
倉
院
に
関
し
て
は
宝
物
の
由
来
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
文
献
資
料

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
献
物
帳
に
つ
い
て
の
研
究
も
つ
と
に
行
わ

れ
て
い
る
が
、
本
稿
も
先
学
の
驥
尾
に
付
し
て
筆
者
の
私
考
を
公
に
し
、
諸
賢
の
御
批

正
を
仰
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
の
現
在
の
主
た
る
関
心
は
、
献
物
帳
の
内
容

を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
、
ま
た
献
物
帳
が
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
か
と
い
う
こ

と
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
全
面
的
に
論
ず
る
に
は
い
ま
だ
ほ
ど
遠
く
、
本
稿
で
は
多
少

と
も
そ
れ
に
関
連
す
る
事
柄
、
あ
る
い
は
周
辺
の
事
柄
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
を
述

べ
て
み
た
い
。

一

献
物
帳
の
全
体
的
把
握

現
存
す
る
献
物
帳
を
列
挙
し
、
行
論
に
必
要
と
思
わ
れ
る
範
囲
内
で
ご
く
簡
単
に
概

要
を
記
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
初
め
の
五
巻
が
東
大
寺
献
物
帳
と
総
称
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
各
名
称
は
『
正
倉
院
御
物
目
（
１
）
録
』
の
掲
記
に
拠
っ
た
も
の
（
但

し
い
ま
現
代
表
記
に
書
き
換
え
る
）
で
、
こ
れ
は
文
書
の
日
付
に
よ
っ
て
文
書
名
を
作

っ
て
い
る
。〈

〉
内
は
同
目
録
の
説
明
文
中
に
あ
る
名
称
で
、
普
通
に
は
そ
ち
ら
が
通

用
し
て
お
り
、
内
容
も
把
握
し
や
す
い
の
で
、
本
稿
で
は
も
っ
ぱ
ら
〈

〉
内
の
名
称

を
用
い
（
２
）
る
。

○
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
二
十
一
日
献
物
帳
〈
国
家
珍
宝
帳
〉

一
巻
（
二
巻
の
内
）

六
月
二
十
一
日
は
聖
武
天
皇
の
七
七
忌
に
当
た
る
。
そ
の
日
を
も
っ
て
東
大
寺
の
盧

舎
那
仏
に
御
袈
裟
九
領
以
下
、
通
常
六
百
数
十
点
と
数
え
ら
れ
る
品
々
を
献
納
し
た
も

（１６８）

（
一
）



の
で
、
冒
頭
に
は
「
奉
‐二
為
太
上
天
皇
一

捨
二

国
家
珍
宝
等
一

入
二

東
大
寺
一

願
文
」
と
標
題

し
て
「
皇
太
后
御
製
」
つ
ま
り
光
明
皇
太
后
の
願
文
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
「
献
二

盧
舎
那

仏
一

」
と
し
て
品
目
を
列
挙
し
た
後
に
再
び
献
納
の
趣
旨
を
記
し
た
願
（
３
）
文
の
文
章
が
あ

る
。
つ
い
で
日
付
が
記
さ
れ
、
末
尾
に
大
納
言
兼
紫
微
令
の
藤
原
仲
麻
呂
以
下
五
名
の

署
名
が
あ
る
。

○
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
二
十
一
日
献
物
帳
〈
種
々
薬
帳
〉

一
巻
（
二
巻
の
内
）

国
家
珍
宝
帳
の
献
納
と
同
日
に
盧
舎
那
仏
に
六
十
種
の
薬
物
を
献
納
し
た
目
録
で
、

冒
頭
に
は
「
奉
二

盧
舎
那
仏
一

種
々
薬
」
と
し
、
薬
物
を
列
挙
し
た
後
に
願
文
を
載
せ
献

納
の
趣
旨
が
書
か
れ
る
が
、
そ
の
文
中
に
は
「
以
前
安
‐二
置
堂
内
一

、
供
‐二
養
盧
舎
那

仏
一

」
と
す
る
と
共
に
、
病
者
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
充
て
用
い
る
こ
と
を
ゆ
る
す
と
し
て
い

る
。
署
名
は
国
家
珍
宝
帳
と
同
じ
で
あ
る
。

○
天
平
勝
宝
八
歳
七
月
二
十
六
日
献
物
帳
〈
屏
風
花
氈
等
帳
〉
一
巻

屏
風
・
花
氈
・
鞋
そ
の
他
の
物
を
献
納
し
た
も
の
で
、
冒
頭
に
「
献
二

東
大
寺
一

」
と

し
、
品
目
の
列
挙
の
後
に
「
右
件
、
今
月
十
七
日
奉
レ

勅
、
献
‐二
納
東
大
寺
一

、
具
如
二

前

件
一

」
と
す
る
の
み
で
、
献
納
の
趣
旨
を
記
す
願
文
は
な
い
。
署
名
は
藤
原
仲
麻
呂
以
下

六
名
で
、
前
二
帳
の
メ
ン
バ
ー
に
一
人
増
え
た
形
で
あ
る
。

○
天
平
宝
字
二
年
六
月
一
日
献
物
帳
〈
大
小
王
真
跡
帳
〉

一
巻

天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
六
月
一
日
に
大
小
王
（
王
羲
之
・
王
献
之
）
の
真
跡
書

一
巻
を
献
納
し
た
も
の
で
、
聖
武
天
皇
の
崩
御
か
ら
ほ
ぼ
二
年
が
経
過
し
て
い
る
。
冒

頭
に
「
勅
」
の
文
字
が
あ
り
、
つ
い
で
「
献
二

東
大
寺
一

」
と
書
き
、
品
目
を
掲
げ
て
献

納
の
趣
旨
を
記
す
。
そ
こ
に
は
「
右
書
法
、
是
�
世
之
伝
珍
、
先
帝
之
玩
好
、
遺
在
二

篋

笥
一

」
と
し
「
追
感
瞿
然
」
と
し
て
盧
舎
那
仏
に
奉
献
す
る
と
し
て
い
る
。
署
名
は
紫
微

内
相
藤
原
仲
麻
呂
一
人
で
あ
る
。

○
天
平
宝
字
二
年
十
月
一
日
献
物
帳
〈
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
〉
一
巻

太
政
大
臣
藤
原
不
比
等
の
真
跡
書
屏
風
二
帖
を
盧
舎
那
仏
に
奉
献
し
た
も
の
で
、
冒

頭
に
「
献
二

東
大
寺
一

」
と
し
、
品
目
を
掲
げ
て
献
納
の
趣
旨
を
記
す
が
、
そ
こ
に
は

「
妾
之
珍
財
莫
レ

過
二

於
此
一

」
と
あ
る
。
不
比
等
を
「
先
考
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
こ

の
「
妾
」
は
光
明
皇
太
后
で
あ
る
。
署
名
は
藤
原
仲
麻
呂
と
巨
勢
関
麻
呂
の
二
名
で
あ

る
。○

法
隆
寺
献
物
帳
（
天
平
勝
宝
八
歳
七
月
八
日
付
け
）

一
巻

御
帯
一
条
、
御
刀
子
三
口
、
青
木
香
二
十
節
を
献
じ
た
も
の
で
、
冒
頭
に
「
献
二

法
隆

寺
一

」
と
し
、
品
目
を
列
挙
し
た
後
に
願
文
を
載
せ
「
奉
二

今
月
八
日
勅
一

、
前
件
、
並
是

先
帝
翫
弄
之
珍
、
内
司
供
擬
之
物
」
と
し
、
数
種
に
分
け
て
「
謹
献
二

金
光
明
等
十
八

寺
一

」
と
し
て
献
納
の
趣
旨
を
記
す
。
こ
こ
に
言
う
金
光
明
寺
は
東
大
寺
を
指
す
と
さ
れ

て
い
る
。
文
書
の
日
付
は
天
平
勝
宝
八
歳
七
月
八
日
で
あ
り
、
こ
れ
は
右
の
「
今
月
八

日
」
と
同
日
で
あ
る
。
署
名
は
国
家
珍
宝
帳
・
種
々
薬
帳
と
同
じ
人
物
で
あ
る
（
以
上

を
通
じ
て
署
名
者
の
肩
書
き
は
同
一
人
物
で
も
日
付
に
よ
っ
て
少
し
づ
つ
変
わ
る
こ
と

が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
署
名
者
の
問
題
に
関
説
し
な
い
の
で
、
詳
細
は
略
す
）。

現
存
す
る
献
物
帳
は
以
上
の
よ
う
に
東
大
寺
・
法
隆
寺
に
対
す
る
も
の
の
み
で
あ
る

が
、
右
の
よ
う
に
法
隆
寺
献
物
帳
に
「
謹
献
二

金
光
明
等
十
八
寺
一

」
と
あ
る
の
で
、
東

大
寺
・
法
隆
寺
以
外
に
も
十
六
寺
に
対
し
て
聖
武
天
皇
ゆ
か
り
の
品
が
献
納
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
弘
福
寺
文
書
目
（
４
）

録
に
「
御
帯
等
施
入
勅
書

一
巻
二
枚
、

踏
内
印
、
勝
宝
八
年
」
と
あ
る
よ
う
に
、
弘
福
寺
が
そ
の
う
ち
の
一
寺
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
柳
雄
太
郎
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
（
５
）

る
。

（１６７）

（
二
）



挿図２ 法隆寺献物帳（東京国立博物館蔵）

国家珍宝帳

挿図１ 東大寺献物帳

種々薬帳屏風花氈等帳大小王真跡帳藤原公真跡屏風帳

（１６６）

（
三
）



さ
て
、
現
存
す
る
献
物
帳
は
と
り
あ
え
ず
天
平
勝
宝
八
歳
五
月
二
日
の
聖
武
天
皇
崩

御
か
ら
さ
し
て
日
を
お
か
ず
行
わ
れ
た
四
つ
の
献
納
に
伴
う
も
の
（
国
家
珍
宝
帳
・

種
々
薬
帳
・
屏
風
花
氈
等
帳
・
法
隆
寺
献
物
帳
）
と
、
天
平
宝
字
二
年
に
お
け
る
二
種

の
献
納
に
伴
う
も
の
（
大
小
王
真
跡
帳
・
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
）
に
分
け
ら
れ
よ（
６
）う

。

天
平
宝
字
二
年
の
二
つ
の
献
納
は
聖
武
天
皇
崩
御
後
す
で
に
か
な
り
の
時
日
が
経
過
し

て
お
り
、
献
納
品
も
一
点
か
一
種
二
点
で
、
ま
た
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
は
光
明
皇
太
后

愛
蔵
に
か
か
る
藤
原
不
比
等
の
真
跡
屏
風
を
献
納
し
た
も
の
で
あ
り
聖
武
天
皇
と
の
関

係
は
薄
く
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
単
発
的
な
性
格
が

強
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
天
平
勝
宝
八
歳
の
四
種
の
献
物
帳
の
示
す
献
納
に
つ
い
て
は
、

日
付
が
近
接
し
て
お
り
、
相
互
に
関
係
が
深
い
。
そ
こ
で
以
下
に
こ
の
四
種
の
献
納
の

関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
従
来
大
別
し
て
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。
一
つ
は
、
屏
風
花
氈

等
帳
と
法
隆
寺
献
物
帳
の
献
納
を
関
連
す
る
も
の
と
み
る
考
え
方
で
、
い
ま
一
つ
は
、

国
家
珍
宝
帳
（
お
よ
び
種
々
薬
帳
）
と
法
隆
寺
献
物
帳
を
関
連
す
る
も
の
と
み
る
考
え

方
で
あ
る
。
こ
れ
は
即
ち
法
隆
寺
献
物
帳
の
「
謹
献
二

金
光
明
等
十
八
寺
一

」
と
い
う
記

載
に
お
け
る
金
光
明
寺
即
ち
東
大
寺
へ
の
献
納
を
、
屏
風
花
氈
等
帳
の
献
納
を
指
す
と

み
る
か
、
そ
れ
と
も
国
家
珍
宝
帳
（
お
よ
び
種
々
薬
帳
）
の
献
納
を
指
す
と
み
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
（
７
）

る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
論
点
は
種
々
あ
る
が
、
私
見
を
示
す
と
、
ま
ず
国
家
珍
宝
帳

・
屏
風
花
氈
等
帳
は
�
紙
が
元
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
そ
こ
に
は
外
題
が
あ
り
、
い
ず
れ

に
も
「
東
大
寺
献
物
帳
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
挿
図
１
）。
ま
た
法
隆
寺
献
物
帳
で
は
現

状
で
は
旧
�
紙
が
残
ら
ず
、
そ
こ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
標
題
が
、
本
文
の
前
に
貼
付

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
「

寺
献
物
帳
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
挿
図
２
）。
こ
の

欠
損
し
て
い
る
部
分
は
「
法
隆
」
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ

ら
の
筆
跡
は
、
国
家
珍
宝
帳
の
外
題
は
本
文
と
同
筆
、
屏
風
花
氈
等
帳
の
そ
れ
は
本
文

と
は
異
筆
で
あ
る
も
の
の
国
家
珍
宝
帳
の
外
題
と
同
筆
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
法
隆
寺
献

物
帳
の
標
題
は
本
文
と
別
筆
か
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
８
）
が
、
関
根
真
隆
氏
の
指
摘
す
る
よ

う
（
９
）

に
同
筆
で
、
珍
宝
帳
と
も
同
筆
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
国
家
珍
宝
帳
・
屏
風
花
氈
等
帳
の
外
題
の
文
字
に
は
「
天
皇
御
璽
」
一
顆
が

捺
さ
れ
て
い
る
が
、
法
隆
寺
献
物
帳
の
標
題
文
字
の
上
に
も
朱
が
認
め
ら
れ
、
内
印
が

捺
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
（
１０
）

る
。

以
上
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
外
題
の
文
字
が
献
物
帳
が
作
ら
れ
た
当
初
か
ら
書
か
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
表
記
が
同
文
あ
る
い
は
同
種
で
あ

り
、
み
な
同
筆
か
つ
内
印
押
捺
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
文
書
に
共
通
す
る
性
格

が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
国
家
珍
宝
帳
と
法
隆
寺
献
物
帳
で
は
、
そ
の
末
尾
に
献
納
の
趣
旨
を
記
す
願

文
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
そ
の
内
容
は
非
常
に

近
い
。
い
ま
そ
の
部
分
を
掲
げ
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
確
か
め
て

お
き
た
い
。

国
家
珍
宝
帳

右
件
、
皆
是
先
帝
翫
弄
之
珍
、
内
司
供
擬
之
物
、
追
‐二
感
疇
昔
一

、
触
レ

目
崩
摧
、
謹

以
奉
レ

献
二

盧
舎
那
仏
一

、
伏
願
、
用
二

此
善
因
一

、
奉
レ

資
二

冥
助
一

、
早
遊
二

十
聖
一

、

普
済
二

三
途
一

、
然
後
鳴
二

鑾
花
蔵
之
宮
一

、
住
二

蹕
涅
槃
之
岸
一

、

法
隆
寺
献
物
帳

（１６５）

（
四
）
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奉
二

今
月
八
日
勅
一

、
前
件
、
並
是
先
帝
翫
弄
之
珍
、
内
司
供
擬
之
物
、
各
分
二

数

種
一

、
謹
献
二

金
光
明
等
十
八
寺
一

、
宜
令
三

常
置
二

仏
前
一

、
長
為
二

供
養
一

、
所
レ

願
、

用
二

此
善
因
一

、
奉
資
二

冥
助
一

、
早
遊
二

十
聖
一

、
普
済
二

三
途
一

、
然
後
鳴
二

鑾
花
蔵
之

宮
一

、
住
二

蹕
涅
槃
之
岸
一

、

右
の
傍
線
を
引
い
た
箇
所
は
両
者
全
く
同
文
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
献
納
す
る
品
々

が
元
々
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
こ
の
献
納
に
よ
っ
て
願
う
と

こ
ろ
は
何
で
あ
る
か
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
部
分
で
あ
る
。
一
般
に
詔
勅
な
ど
で
は
、
具
体
的
措
置
と
共
に
そ
の
発
出
理
由
や

意
図
す
る
と
こ
ろ
を
前
文
な
ど
で
述
べ
る
が
、
理
由
や
意
図
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
異

な
る
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
表
現
は
変
え
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。

大
小
王
真
跡
帳
に
は
「
右
書
法
、
是
奕
世
之
伝
珍
、
先
帝
之
玩
好
、
遺
在
二

篋
笥
一

、
追

感
瞿
然
、
謹
以
奉
レ

献
二

盧
舎
那
仏
一

、
伏
願
、
以
二

此
妙
善
一

、
奉
レ

翼
二

冥
途
一

、
高
遊
二

方

広
之
通
衢
一

、
恒
演
二

円
伊
之
妙
理
一

」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
波
線
部
は
聖
武
天
皇
の

冥
福
を
祈
る
と
い
う
意
味
で
は
国
家
珍
宝
帳
・
法
隆
寺
献
物
帳
の
傍
線
部
に
述
べ
る
と

こ
ろ
と
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
殆
ど
同
じ
と
思
わ
れ
る
が
、
表
現
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
同
一
の
表
現
を
用
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
当
時
の
作
文
技
術
と
し
て
通
例
の

こ
と
で
あ
る
が
、
国
家
珍
宝
帳
と
法
隆
寺
献
物
帳
は
全
く
同
じ
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
特
に
願
文
に
お
い
て
願
う
内
容
の
表
現
が
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
重

視
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
は
こ
の
両
者
が
異
な
る
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
た
と
す
る
考
え
方
に
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
両
者
は
同
一
の
事
業
と
い

う
性
格
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
法
隆
寺
献
物
帳
の
言
う
「
金
光
明
等
十
八

寺
」
へ
の
献
納
に
、
ま
ず
国
家
珍
宝
帳
の
献
納
が
該
当
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
屏
風
花
氈
等
帳
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
本
帳
で
は
献
納
の
趣
旨
を
述
べ
た
願
文

的
記
載
が
存
在
し
な
い
。
本
帳
は
は
じ
め
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
最
初
に
「
献
二

東
大

寺
一

」
と
書
し
、
次
に
献
納
品
の
目
録
を
書
き
上
げ
、
次
い
で
「
右
件
、
今
月
十
七
日

奉
レ

勅
、
献
‐二
納
東
大
寺
一

、
具
如
二

前
件
一

」
と
い
う
献
納
の
事
実
を
事
務
的
に
記
述
す
る

文
言
で
本
文
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
願
文
が
な
い
の
は
現
存
六
通
の
献

物
帳
の
う
ち
、
こ
の
屏
風
花
氈
等
帳
の
み
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
事

務
的
素
っ
気
な
さ
と
、
先
述
の
外
題
に
み
ら
れ
る
三
献
物
帳
の
共
通
的
性
格
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
屏
風
花
氈
等
帳
の
献
納
は
、
こ
の
時
期
の
十
八
箇
寺
に
対
す
る
献
納
の

内
の
東
大
寺
分
で
あ
る
国
家
珍
宝
帳
に
よ
る
献
納
へ
の
補
足
・
追
加
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
、
と
解
釈
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
（
１１
）

る
。
な
お
、
東
大
寺
へ
の
追
加

の
献
納
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
諸
先
学
の
解
釈
で
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

が
、
私
は
、
い
ま
「
こ
の
時
期
の
十
八
箇
寺
に
対
す
る
献
納
の
内
の
」
と
記
し
た
よ
う

に
、
十
八
箇
寺
へ
の
一
つ
の
献
納
事
業
の
枠
内
に
入
る
、
ま
さ
に
補
足
・
追
加
の
献
納

で
あ
っ
た
と
解
す
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
願
文
的
記
載
は
省
略
さ
れ
、
国
家
珍
宝
帳
と
同

一
の
外
題
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
要
す
る
に
、
法
隆
寺
献
物
帳
の
記
す
十
八
箇

寺
へ
の
献
納
の
内
の
東
大
寺
分
に
つ
い
て
は
、
国
家
珍
宝
帳
か
屏
風
花
氈
等
帳
か
と
い

う
二
者
択
一
的
な
選
択
を
す
る
の
で
は
な
く
、
両
者
と
も
そ
の
献
納
事
業
の
実
行
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
た
だ
屏
風
花
氈
等
帳
に
よ
る
献
納
は
国
家
珍
宝
帳
に
よ
る
献
納
へ
の

補
足
・
追
加
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
大
小
王
真
跡
帳
・
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
に
は
い
ず
れ
も
外
題
は
存
在
せ
ず
、

ま
た
願
文
の
文
章
も
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
天
平
勝
宝
八
歳
か
ら
二
年
後
の
献
納
で
あ

る
と
い
う
時
間
の
経
過
と
い
う
こ
と
と
も
あ
わ
せ
て
、
や
は
り
区
別
し
て
捉
え
る
こ
と

（１６４）

（
五
）



が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
触
れ
ず
に
き
た
の
だ
が
、
種
々
薬
帳
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
種
々
薬
帳
に
は
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
三
献
物
帳
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。

第
一
に
外
題
で
あ
る
。
�
紙
に
は
外
題
が
書
か
れ
る
位
置
に
墨
痕
お
よ
び
朱
印
痕
跡
が

見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ま
表
面
が
か
な
り
擦
れ
て
し
ま
っ
て
殆
ど
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
朱
印
痕
跡
の
方
は
「
天
皇
御
璽
」
で
あ
ろ
（
１２
）

う
。
一
方
墨
痕
の

方
は
明
確
に
読
み
と
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
東
大
寺
献
物
帳
」
で
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。
ち
な
み
に
杉
本
一
樹
氏
は
「
種
々
薬
□
□
帳
□
」
の
よ
う
に
見
え
る
と
し
て
い

（
１３
）

る
。
以
上
の
所
見
に
立
つ
と
、
種
々
薬
帳
に
は
、
こ
の
年
の
他
の
献
物
帳
と
同
じ
よ
う

に
当
初
か
ら
外
題
が
書
か
れ
、
内
印
が
捺
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
標
題
は
同
じ

東
大
寺
に
対
す
る
他
の
献
物
帳
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
そ
れ
と
同
種

の
法
隆
寺
献
物
帳
の
「
寺
名
」＋「
献
物
帳
」
と
も
異
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
種
々
薬
帳
の
献
納
は
、
周
知
の
通
り
全
て
薬
物
で
あ
り
、
内
容
上
極
め
て

特
殊
な
性
格
を
有
す
る
。
そ
の
た
め
文
書
の
冒
頭
に
は
他
の
献
物
帳
と
異
な
り
「
奉
二

盧

舎
那
仏
一

種
々
薬
」
と
、
献
納
の
対
象
物
が
表
記
さ
れ
、
願
文
の
文
章
も
異
な
り
、
し
か

も
病
者
に
使
う
と
い
う
特
別
な
趣
旨
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
種
々
薬
の
献
納
が
、
国
家
珍
宝
帳
・
法
隆
寺
献
物
帳
等
に
よ
る
十
八
寺
へ

の
献
納
に
対
し
て
別
枠
的
性
格
の
も
の
、
あ
る
い
は
同
事
業
の
内
に
含
ん
だ
と
し
て
も
、

特
別
な
位
置
づ
け
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

う
。
そ
の
よ
う
に
特
殊
な
性
格
を
与
え
な
い
な
ら
ば
、
国
家
珍
宝
帳
と
屏
風
花
氈
等
帳

が
同
じ
「
東
大
寺
献
物
帳
」
と
い
う
外
題
を
付
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
や
は
り
「
東
大

寺
献
物
帳
」
と
い
う
外
題
で
あ
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
こ
で
献
納
さ
れ
た
薬
物
は
延
暦
六
年
（
七
八
七
）
の
曝
凉
使
解
を
初
め

と
し
た
曝
凉
帳
で
は
国
家
珍
宝
帳
等
の
他
の
献
納
品
と
一
緒
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
献
納

当
初
の
特
別
的
枠
組
み
を
強
調
し
て
も
さ
ほ
ど
意
味
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、

聖
武
天
皇
崩
御
直
後
に
お
け
る
献
納
事
業
の
全
体
像
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
べ
き
か
と

い
う
意
味
で
そ
の
位
置
づ
け
を
探
っ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
献
物
帳
間
の
関
係
を
こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
献
納
主
体
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
近
年
で
は
、
各
献
物
帳
に
お
け
る
勅
字
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
概
ね
、「
勅
」
字
ま
た

は
奉
勅
文
言
の
あ
る
場
合
（
法
隆
寺
献
物
帳
・
屏
風
花
氈
等
帳
・
大
小
王
真
跡
帳
）
は

孝
謙
天
皇
、
そ
れ
の
な
い
場
合
（
国
家
珍
宝
帳
・
種
々
薬
帳
・
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
）

は
光
明
皇
太
后
と
分
け
る
説
、
こ
れ
ら
の
勅
も
す
べ
て
光
明
皇
太
后
の
も
の
と
す
る
説

な
ど
が
あ
（
１４
）

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
幅
広
い
検
討
を
要
し
、
い
ま
そ
の
準
備
も
な
く

明
確
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
献
納
者
が
孝
謙
天
皇
と
光
明
皇
太
后

に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
国
家
珍
宝
帳
・
法
隆
寺
献
物
帳
・
屏
風
花
氈
等
帳
の
献

納
が
一
体
の
事
業
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
と
ど
う
整
合
す
る
の
か
に
つ
い
て
説
明
が

必
要
と
な
ろ
う
。

ま
ず
、
勅
も
す
べ
て
光
明
皇
太
后
の
も
の
と
す
る
説
に
立
て
ば
、
先
の
献
納
事
業
に

つ
い
て
の
捉
え
方
と
は
矛
盾
せ
ず
、
問
題
は
生
じ
な
い
。

次
に
、
ひ
と
つ
注
意
し
た
い
の
は
、
多
く
の
論
者
が
光
明
皇
太
后
の
献
納
と
す
る
国

家
珍
宝
帳
に
お
い
て
、
赤
漆
文
欟
木
厨
子
に
つ
い
て
は
天
武
天
皇
以
来
の
伝
領
経
過
を

記
し
た
後
に
、「
今
上
謹
献
二

盧
舎
那
仏
一

」
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
上
は
即

（１６３）

（
六
）



ち
孝
謙
天
皇
で
あ
り
、
こ
れ
は
後
藤
四
郎
氏
や
米
田
雄
介
氏
も
注
意
し
て
い
る
と
こ
ろ

（
１５
）

で
、
両
氏
は
こ
の
献
納
に
孝
謙
天
皇
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
記
載
を
重
視
す
る
と
、
国
家
珍
宝
帳
の
献
納
が
、
果
た
し
て
光
明

皇
太
后
に
よ
る
も
の
と
簡
単
に
済
ま
せ
て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の
か
と
い
う
疑
念
が
生
じ

る
。
そ
も
そ
も
、
か
つ
て
は
国
家
珍
宝
帳
も
孝
謙
天
皇
の
勅
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
あ
（
１６
）

り
、
赤
漆
文
欟
木
厨
子
の
事
例
は
、
む
し
ろ
そ
の
説
と
整
合
す
る
如
く
で

あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
考
え
方
に
有
利
な
材
料
を
他
に
探
す
と
、
同
じ
く
光
明
皇
太
后
の

献
納
と
す
る
の
が
定
説
の
種
々
薬
帳
の
場
合
に
、
巻
末
の
願
文
に
は
「
若
有
下

縁
二

病

苦
一

可
レ

用
者
上

、
並
知
二

僧
綱
一

後
聴
二

充
用
一

」
と
、
薬
の
出
用
に
つ
い
て
僧
綱
に
関
与
さ

せ
る
と
い
う
具
体
的
な
行
政
手
続
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
や
は
り
皇

太
后
よ
り
も
天
皇
の
方
に
相
応
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
を
受
け
る
。
さ
ら
に
法

隆
寺
献
物
帳
が
国
家
珍
宝
帳
の
巻
末
願
文
と
全
く
同
文
を
「
奉
勅
」
と
し
て
用
い
て
い

る
の
も
、
も
し
珍
宝
帳
の
そ
の
文
が
皇
太
后
発
出
の
文
だ
と
す
る
と
、
天
皇
の
勅
が
全

く
同
文
を
用
い
る
の
も
如
何
な
も
の
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
国
家
珍
宝
帳
冒
頭
の

願
文
は
光
明
皇
太
后
御
製
だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
文
書
の
全
部
を
光
明
皇
太
后
の
文
書
と

す
る
こ
と
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
天
皇
文
書
に
皇
太
后
の
願
文
を
付
加
し
た
も
の
と

も
と
れ
る
。
続
日
本
紀
に
載
せ
る
天
皇
の
宣
命
に
は
、
し
ば
し
ば
太
上
天
皇
の
言
辞
を

載
せ
、
そ
れ
を
天
皇
の
詔
の
根
拠
に
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
が
太
上
天
皇
で
は

な
く
光
明
皇
太
后
の
場
合
も
あ
る
。
い
わ
ば
そ
れ
に
似
た
も
の
と
解
す
る
余
地
は
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
な
お
国
家
珍
宝
帳
等
が
孝
謙
天
皇
の
勅
と
さ
れ
た
根
拠
に
は
「
天
皇

御
璽
」
の
存
在
が
あ
る
が
、
東
野
治
之
氏
は
内
印
の
押
捺
は
延
喜
太
政
官
式
に
内
印
押

捺
の
例
と
し
て
定
め
る
「
賜
二

人
官
物
公
地
封
戸
雑
田
一

」
に
准
じ
て
、
寺
院
へ
の
献
物

に
も
な
さ
れ
て
い
た
と
類
推
さ
れ
、
献
納
主
体
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
と
さ
れ
（
１７
）

た
。
説

得
力
を
感
じ
る
論
で
あ
る
が
、
内
印
は
そ
も
そ
も
養
老
公
式
令
で
は
「
五
位
以
上
位
記
、

及
下
二

諸
国
一

公
文
」
に
捺
す
と
さ
れ
、
延
喜
太
政
官
式
の
該
当
条
文
も
「
太
政
官
下
二

諸

司
諸
国
一

符
」
即
ち
太
政
官
符
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
皇
太
后
の
意
思
を

示
す
文
書
に
天
皇
御
璽
を
押
捺
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
国
家
珍
宝
帳
や
種
々
薬
帳
を
必
ず
し
も
光
明
皇
太
后
に
よ
る
献
納
の
文

書
で
あ
る
と
即
断
す
る
の
で
は
な
く
、
孝
謙
天
皇
に
よ
る
献
納
の
文
書
と
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
場
合
に
は
、
献
納
事
業
に
つ
い
て
先
に
示

し
た
捉
え
方
と
整
合
す
る
。
但
し
以
上
は
も
ち
ろ
ん
形
式
の
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、

そ
の
場
合
で
も
国
家
珍
宝
帳
や
種
々
薬
帳
の
背
後
に
は
光
明
皇
太
后
の
意
思
が
働
い
て

い
る
こ
と
は
、
現
に
国
家
珍
宝
帳
の
冒
頭
に
皇
太
后
御
製
の
願
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
や
、
献
納
品
の
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
り
、
実
質
的
な
献
納
主
体
を
光

明
皇
太
后
と
認
め
る
こ
と
に
は
さ
ほ
ど
異
論
あ
る
ま
い
と
思
う
。

但
し
、
以
上
の
考
え
方
は
、「
勅
」
字
や
奉
勅
文
言
の
な
い
も
の
も
孝
謙
天
皇
の
献
納

と
み
な
す
こ
と
に
な
り
、
他
に
「
勅
」
字
や
奉
勅
文
言
の
あ
る
も
の
の
存
在
を
踏
ま
え

る
と
、
や
は
り
躊
躇
を
覚
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
は
内
印
が

捺
さ
れ
る
も
の
の
勅
が
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
末
願
文
は
「
妾
」
と
い
う
一
人

称
を
持
ち
、
藤
原
不
比
等
を
「
先
考
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
光
明
皇
太
后
の
も
の

で
あ
る
こ
と
は
動
か
し
難
く
、
こ
れ
ま
で
も
天
皇
（
当
時
は
淳
仁
天
皇
）
に
よ
る
献
納

と
す
る
こ
と
は
難
し
（
１８
）
い
。
ま
た
国
家
珍
宝
帳
で
孝
謙
天
皇
か
ら
の
献
納
と
明
記
さ
れ
て

い
る
赤
漆
文
欟
木
厨
子
に
つ
い
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
献
納
者
を
明
記
す
る
こ
と
は
珍
宝
帳

（１６２）

（
七
）



の
中
で
異
例
な
こ
と
で
あ
る
。
他
に
由
来
が
書
か
れ
て
い
る
献
納
品
の
中
で
も
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
な
い
。
翻
っ
て
考
え
る
に
、
こ
れ
は
天
皇
の
間
で
伝
領
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
光
明
皇
太
后
に
処
分
権
は
な
い
。
従
っ
て
光
明
皇
太
后
か
ら
盧
舎
那
仏
に
献

納
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
限
っ
て
は
孝
謙
天
皇
か
ら
の
献
納
と
せ

ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
そ
の
こ
と
は
明
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
国
家
珍
宝
帳
や
種
々
薬
帳
に
つ
い
て
、
や
は
り
そ
れ
は
光

明
皇
太
后
に
よ
る
献
納
を
示
す
文
書
で
あ
る
と
す
る
見
方
も
や
は
り
有
力
で
あ
る
。
こ

の
見
方
を
と
る
場
合
に
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
国
家
珍
宝
帳
の
献
納
は
光
明

皇
太
后
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
光
明
皇
太
后
が
孝
謙
天
皇

と
無
関
係
に
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
赤
漆
文
欟
木
厨
子
の
例
（
こ
の
よ
う
に
天
皇
の
協

力
な
く
し
て
は
献
納
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
他
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
の
よ
う
に
孝

謙
天
皇
の
協
力
の
下
で
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
孝
謙
天
皇
の
勅
の
下
に
他
の

十
七
寺
に
も
拡
大
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
う
見
れ
ば

法
隆
寺
へ
の
献
納
と
一
体
の
事
業
と
さ
れ
た
こ
と
と
も
矛
盾
が
な
い
で
あ
ろ
（
１９
）
う
。

献
納
主
体
の
問
題
に
つ
い
て
は
多
角
的
に
論
じ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
結
論
を
出
す
こ

と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
法
隆
寺
献
物
帳
に
言
う
金
光
明
寺
へ
の
献
納
は
国
家
珍
宝
帳

（
及
び
補
足
・
追
加
と
し
て
の
屏
風
花
氈
等
帳
）
に
よ
る
献
納
を
指
し
、
法
隆
寺
を
含

む
十
八
寺
へ
の
献
納
と
一
体
の
事
業
と
す
る
捉
え
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
矛
盾
は
生
じ

な
い
こ
と
の
説
明
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。

二

国
家
珍
宝
帳
の
作
成
過
程
を
め
ぐ
っ
て

（
一
）
第
二
紙
右
端
の
い
わ
ゆ
る
切
断
箇
所
に
つ
い
て

国
家
珍
宝
帳
原
本
に
つ
い
て
は
、
第
二
紙
に
切
断
部
分
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
部
分
は
写
真
に
見
る
と
お
り
（
挿
図
３
）、
第
二
紙
右
端
に
、
第
一
紙
に
存

す
る
内
印
と
は
連
続
し
な
い
印
の
左
端
が
僅
か
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
文

書
完
成
後
（
内
印
押
捺
後
）
切
断
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
（
２０
）

る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
切
断
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
内
容
や
切
断
の
時
期
に
つ
い
て
問

題
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
論
じ
る
よ
り
前
に
、
該
当
の
箇
所
の
前
後

を
中
心
に
文
書
全
体
を
見
わ
た
す
と
、
以
下
の
事
実
に
気
付
く
。
そ
れ
は
即
ち
、
国
家

珍
宝
帳
で
は
本
文
冒
頭
か
ら
巻
末
署
名
部
分
に
至
る
ま
で
、
内
印
が
一
列
三
顆
ず
つ
、

計
四
百
八
十
九
顆
捺
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
内
印
の
縦
の
列
相
互
の
間
隔
に
つ
い
て
見

る
と
、
問
題
の
第
二
紙
を
含
め
、
そ
れ
以
後
の
全
て
の
料
紙
に
お
い
て
は
殆
ど
そ
れ
が

隙
間
な
く
び
っ
し
り
と
捺
印
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
隣
の
印
と
端
同
士
が
重
な
っ
て
い

る
箇
所
も
あ
る
一
方
、
第
一
紙
の
み
は
内
印
の
縦
の
列
相
互
の
間
に
少
し
隙
間
が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
写
真
上
に
お
い
て
直
ち
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
が

（
挿
図
４
）、
試
み
に
各
印
の
列
の
占
め
る
幅
（
隣
の
印
列
と
の
間
隔
を
含
む
）
に
つ
い

て
、
一
紙
ご
と
に
平
均
を
算
出
し
て
み
る
と
、
第
二
紙
以
降
に
比
べ
て
第
一
紙
の
み
幅

が
約
〇
・
六
〜
〇
・
八
セ
ン
チ
ほ
ど
広
い
こ
と
が
分
か
る
（
表
１
）。

そ
し
て
さ
ら
に
観
察
す
れ
ば
、
第
一
紙
の
後
半
で
は
次
第
に
印
の
列
の
間
隔
が
広
が

っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
第
一
紙
の
左
端
に
印
の
一
列
が
来
て
、
第
二
紙
の
印
と
の
連
続

（１６１）

（
八
）



に
違
和
感
が
生
じ
な
い
よ
う
に
捺
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

現
在
の
第
一
紙
と
第
二
紙
が
第
二
紙
右
端
の
不
完
全
印
の
存
在
に
よ
っ
て
実
は
不
連

続
で
あ
る
こ
と
に
以
上
の
事
実
を
併
せ
考
え
る
と
、
こ
れ
は
文
書
が
一
度
完
成
し
捺
印

が
な
さ
れ
た
後
に
、
現
第
一
紙
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
長
さ
の
別
の
紙
に
差
し
替
え
ら

れ
、
現
第
二
紙
と
う
ま
く
印
の
配
置
が
連
続
す
る
よ
う
按
配
し
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
押

印
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
紙
右
端
に
不
完
全
な
印
が
僅
存
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
は
第
一
紙
と
の
間
に

あ
っ
た
何
ら
か
の
部
分
が
切
除
さ
れ
て
あ
ら
た
め
て
第
一
紙
が
継
が
れ
直
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
右
の
事
実
は
第
一
紙
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
第
二
紙
右
辺
に
あ
っ
た
箇
所
の
切
断
に

よ
る
削
除
を
想
定
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。
つ
ま
り
第
二
紙
は
も
と
も
と
現
在
の
長
さ

と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
右
側
に
継
が
れ
た
紙
が
取
り
去
ら
れ
、
現
在
の
第
一
紙
に
差
し

替
え
ら
れ
た
と
き
に
、
元
の
紙
か
ら
続
い
て
い
た
印
の
一
部
が
残
っ
た
も
の
で
あ
る
、

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
も
ち
ろ
ん
差
し
替
え
の
際
に
現
第
二
紙
の
右
端
が
元

よ
り
も
多
少
切
断
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
現
第
二
紙
が
紙
長
八
〇
・
七
セ
ン
チ

と
、
第
三
紙
以
下
よ
り
も
短
い
事
実
が
そ
の
こ
と
を
後
押
し
す
る
。
こ
の
こ
と
を
確
定

的
に
判
断
す
る
に
は
、
第
一
紙
と
第
二
紙
が
重
な
る
継
目
に
お
い
て
、
下
側
に
な
っ
て

い
る
第
二
紙
の
右
端
に
現
在
の
僅
か
な
残
存
印
の
続
き
が
も
ぐ
り
込
ん
で
紙
の
端
ま
で

存
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
が
必
要
と
な
る
。
も
し
現
在
の
紙
の
右
端
ま
で
印
が
続

い
て
い
れ
ば
、
そ
こ
は
元
は
継
目
で
な
く
、
後
次
的
な
切
断
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
紙
右
端
の
切
断
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
栗
原
治
夫
氏
は
、
そ
こ
に
も

印
が
続
い
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
透
過
光
も
用
い
て

そ
の
部
分
を
観
察
し
た
。

そ
の
結
果
、
表
裏
い
ず
れ
か
ら
も
継
目
の
内
側
に
は
印
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
は
で
き

挿図３ 第１・２紙継目付近

（１６０）

（
九
）
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（１５９）

（
一
〇
）



な
か
っ
た
（
継
目
の
上
端
で
第
一
紙
側
の
め
く
れ
が
あ
っ
て
第
二
紙
の
糊
代
部
分
が
覗

い
て
お
り
、
そ
こ
に
色
付
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
朱
で
は
な
く
糊
痕
と
認
め
ら
れ
る
）。

挿
図
５
に
裏
面
の
透
過
光
写
真
を
示
す
。
比
較
の
た
め
に
、
印
が
ま
た
が
っ
て
捺
さ
れ

て
い
る
第
三
・
四
紙
の
継
目
の
透
過
光
写
真
を
示
す
（
挿
図
６
）
が
、
そ
こ
で
は
印
の

線
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
こ
の
場
合
、
紙
二
枚
を
隔
て
て
オ
モ
テ
側
に
露
出
し
た
朱

線
が
見
え
る
わ
け
で
、
第
一
・
二
紙
の
継
目
内
の
も
ぐ
り
込
み
の
線
と
は
条
件
が
異
な

る
が
、
第
一
・
二
紙
継
目
の
場
合
は
観
察
者
か
ら
は
紙
一
枚
を
隔
て
る
の
み
で
あ
る
か

ら
、
も
し
朱
線
が
残
存
し
て
い
れ
ば
、
明
瞭
に
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
見
え
な

い
の
だ
か
ら
、
現
在
の
継
目
下
に
は
印
が
も
ぐ
り
込
ん
で
い
る
痕
跡
は
確
認
で
き
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

但
し
、
当
該
箇
所
は
印
の
端
近
く
な
の
で
、
印
の
上
下
端
の
郭
線
部
分
し
か
印
影
は

存
せ
ず
、
確
認
箇
所
は
限
定
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
辺
り
は
も
と
も
と
印
影
が
消
え
て

い
る
（
朱
が
乗
っ
て
い
な
い
）
こ
と
も
多
く
、
継
目
下
に
は
も
ぐ
り
込
み
は
な
い
と
断

言
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
が
、
や
は
り
そ
の
可
能
性
の
方
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
印
の
ほ
か
に
、
天
地
の
界
線
も
確
認
材
料
と
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
第
二

紙
の
界
線
の
続
き
を
継
目
下
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
・
二
紙
の
重
な
る
継
目
部
分
に
は
第
二
紙
右
端
に
存
す
る
印
や

界
線
の
連
続
が
な
い
と
す
れ
ば
、
や
は
り
現
在
の
第
二
紙
は
元
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に

な
り
、
第
二
紙
右
側
の
切
断
は
な
く
、
そ
の
右
に
継
が
れ
て
い
た
料
紙
が
は
が
さ
れ
て

現
在
の
第
一
紙
に
差
し
替
え
ら
れ
た
こ
と
の
み
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
（
２１
）
る
。

次
に
、
こ
の
よ
う
に
現
第
一
紙
が
差
し
替
え
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
何
ら
か
の
記
載
の
削
除
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

限
定
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
（
仮
に
第
二
紙
に
切
断
箇
所
が
あ
っ
た
と
し

た
場
合
で
も
、
差
し
替
え
に
伴
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
同
じ
で
あ
る
）。
逆
に
記
載
の

増
補
が
あ
っ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。
小
手
先
の
修
整
で
は
済
ま
な
い
何
ら
か
の
誤
り

が
発
見
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
事
情
が
新
た
に
生
じ
た
と
い
う
こ
と
が
差

し
替
え
の
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
何
分
に
も
一
紙
そ
っ
く
り
新
し
い
も

の
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
元
の
内
容
を
推
測
す
る
た
め
の
有
力
な
材
料

表１ 国家珍宝帳各紙のデータ

行数

３８
３８
４３
４４
４０
４０
４２
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４０
４０
５

・紙長・糊代は正倉院事務所編『正倉院宝物 北倉三』（毎日新聞社、１９９５年）掲
載の数値を示した。紙長は糊代幅を含む最大値である。
・印の列の幅は印そのものの幅ではなく、隣の列との間隔の中央までの数値を
示すもので、各紙とも上端付近でその総幅を計測した。なお第１紙は上端付近
の露出紙長そのものを総幅とし、また墨付最終紙の第１７紙は文字のない左端
には印が捺されていないので、最終の印列そのものの端までを計測した。
・行数は縦界線で区切られた行を示す。第１紙の内１行、第１７紙の内５行、第１８
紙の５行は文字のない空行である。
・長さの単位はセンチメートルである。

印（継目を跨るものを除く）
列平均幅
９．６５
８．９２
８．９４
８．８７
８．９３
８．８７
８．８９
８．８２
８．９３
８．９
８．９４
８．８８
８．８９
９．０１
８．９
８．９１
８．９１

列総幅
７７．２
８０．２５
８０．５
７９．８５
８０．４
７９．８
７１．１５
７９．３５
８０．３５
８０．１
８０．５
７１
８０
８１．１
８０．１
７１．３
８０．２

列数
８
９
９
９
９
９
８
９
９
９
９
８
９
９
９
８
９
０

右糊代幅

０．３５
０．２
０．２
０．２
０．２５
０．３
０．３
０．２５
０．３
０．３
０．３
０．３
０．３
０．３
０．３
０．３
０．３
０．３

紙長

７７．５
８０．７
８７．９５
８７．９
８７．４
８７．４
８５．７
８７．５
８７．５
８７．５
８７．４
８７．４
８７．２
８７．４
８７．３
８７．１５
８７
１１

紙数

第１紙
第２紙
第３紙
第４紙
第５紙
第６紙
第７紙
第８紙
第９紙
第１０紙
第１１紙
第１２紙
第１３紙
第１４紙
第１５紙
第１６紙
第１７紙
第１８紙

（１５８）
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は
な
い
。
極
端
に
言
え
ば
、
元
の
内
容
は
一
紙
で
な
く
二
紙
以
上
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

り
得
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
大
き
な
変
更
は
な
く
、
摺
消
し
書
直
し
で

済
む
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
さ
し
て
大
規
模
で
は
な
い
誤
字
訂
正
あ
る
い
は
内
容
上
の
小

規
模
訂
正
等
の
程
度
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
は
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
想
定

し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
場
合
に
は
第
一
紙
と
第
二
紙
の
行
数
の
問
題
が
注

目
さ
れ
る
。
即
ち
、
両
紙
は
と
も
に
縦
界
線
で
仕
切
ら
れ
た
行
数
は
三
十
八
行
で
あ
り
、

同
じ
な
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
第
一
紙
の
初
行
は
わ
ず
か
に
幅
は
狭
く
、
空
行
と
な
っ

て
い
る
）
。
い
ま
第
二
紙
は
内
印
が
九
列
捺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
状
態
は
、
料
紙
の
右
端

に
九
列
以
外
に
残
存
印
が
あ
る
が
、
そ
の
幅
は
約
二
ミ
リ
と
僅
か
な
も
の
で
あ
り
、
ま

た
左
端
で
は
九
列
目
の
左
辺
の
郭
線
が
第
三
紙
と
の
継
目
ラ
イ
ン
に
ち
ょ
う
ど
乗
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
罫
三
十
八
行
に
対
し
て
内
印
は
ち
ょ
う
ど
九
列
が
ほ
ぼ
対
応
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
現
第
一
紙
は
同
じ
行
数
な
の
に
印
は
八
列
で
少
し
ず

つ
間
隔
を
空
け
て
捺
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
料
紙
の
長
さ
そ
の
も
の
が
第
一
紙

は
七
七
・
五
セ
ン
チ
、
第
二
紙
が
八
〇
・
七
セ
ン
チ
と
、
第
一
紙
の
方
が
短
い
た
め
で

あ
る
。
つ
ま
り
第
一
紙
は
行
の
幅
が
平
均
し
て
第
二
紙
よ
り
も
狭
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
今
の
と
こ
ろ
分
か
ら
な
い
が
、
現
在
第
二
紙
の
右
端

に
残
る
印
の
幅
が
ご
く
僅
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
第
一
紙
の
代
わ
り
に
元
存

在
し
て
い
た
紙
も
ほ
ぼ
九
列
の
印
が
現
第
一
紙
と
同
じ
三
十
八
行
に
捺
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
元
の
第

一
紙
と
第
二
紙
が
料
紙
の
使
い
方
と
し
て
均
質
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
あ
り
え
る

想
定
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
差
し
替
え
に
伴
う
変
更
に

つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
紙
が
こ
の
よ
う
に
差
し
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ

の
処
置
の
時
期
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
現
第
一
紙
の
筆

跡
や
紙
質
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
二
紙
以
下
と
大
き
な
相
違
は
見
出
さ
れ
ず
、
こ
れ
が

時
を
隔
て
て
書
か
れ
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
内
印
の
押
捺
を
伴
う
差
し
替
え
は
、

挿図５ 第１・２紙継目裏

挿図６ 第３・４紙継目裏
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文
書
が
一
度
東
大
寺
に
手
交
さ
れ
た
後
よ
り
も
、
や
は
り
そ
の
前
の
一
連
の
事
務
手
続

き
の
延
長
上
で
行
わ
れ
た
も
の
と
み
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
こ
の
差

し
替
え
は
、
文
書
が
一
度
完
成
し
捺
印
が
行
わ
れ
た
後
、
実
際
に
発
給
す
る
前
に
行
わ

れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
二
）
国
家
珍
宝
帳
の
作
成
作
業
に
つ
い
て

次
に
、
国
家
珍
宝
帳
の
作
成
作
業
に
つ
い
て
若
干
の
事
柄
に
触
れ
た
い
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
関
根
真
隆
氏
が
鏡
に
付
属
す
る
題
箋
と
珍
宝
帳
の
記
載
の
比
較
観
察
か
ら
、
品

目
毎
に
題
箋
が
書
か
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
珍
宝
帳
の
草
案
の
ご
と
き
も
の
が
書
き
上

げ
ら
れ
て
の
ち
、
今
日
の
珍
宝
帳
が
浄
書
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
（
２２
）

る
。

こ
れ
は
多
数
の
品
目
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
は
自
然
な
も
の
と
思

わ
れ
る
。
但
し
以
上
の
作
業
が
珍
宝
帳
の
品
目
書
き
上
げ
手
順
の
全
て
の
作
業
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
題
箋
作
成
以
前
に
も
粗
い
素
案
の
リ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の
が

作
成
さ
れ
る
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
関
根
氏
も
触
れ
て
い
る

が
、
全
て
に
題
箋
が
書
か
れ
た
と
は
限
ら
ず
、
袋
へ
の
直
書
も
あ
り
得
、
ま
た
元
々
品

物
に
様
々
な
方
法
で
付
せ
ら
れ
て
い
た
名
称
・
説
明
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
か
も

知
れ
な
い
。
ま
た
現
在
鏡
に
付
属
し
て
い
る
題
箋
は
、
比
較
的
丁
寧
に
書
か
れ
て
お
り
、

し
か
も
そ
れ
が
正
倉
院
に
伝
来
し
た
こ
と
自
体
か
ら
み
て
も
、
献
納
品
リ
ス
ト
を
作
成

す
る
た
め
の
も
の
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
品
物
を
東
大
寺
に
提
示
す
る
こ
と
や
、
受

領
し
た
側
で
珍
宝
帳
の
記
載
と
現
品
と
を
照
合
す
る
な
ど
の
機
能
を
果
た
し
た
も
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
（
２３
）
る
。

国
家
珍
宝
帳
作
成
過
程
の
細
部
を
窺
う
材
料
と
し
て
表
記
の
不
統
一
が
あ
る
。
関
根

氏
は
、
大
刀
類
の
中
で
「
金
漆
銅
作
大
刀
」「
銅
金
漆
作
大
刀
」「
銅
漆
作
大
刀
」
と
い

っ
た
も
の
が
み
な
実
は
同
類
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
不
統
一
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
、

複
数
の
人
間
に
よ
っ
て
品
物
に
付
属
す
る
題
箋
が
書
か
れ
た
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。

国
家
珍
宝
帳
に
は
表
記
の
不
統
一
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
楽
器
の
中
の
尺

八
に
つ
い
て
、
赤
漆
文
欟
木
厨
子
の
収
納
品
中
の
尺
八
に
つ
い
て
は
、「
玉
尺
八
一

管
」「
尺
八
一
管
」「
樺
纏
尺
八
一
管
」「
刻
彫
尺
八
一
管
」
と
、
助
数
詞
を
「
管
」
で
記

す
の
に
対
し
、
厨
子
収
納
品
で
な
い
楽
器
を
ま
と
め
て
記
載
し
て
い
る
中
の
尺
八
に
つ

い
て
は
「
雕
石
尺
八
一
口
」
と
、「
口
」
で
記
し
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
も

そ
れ
ぞ
れ
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
担
当
者
が
別
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
聖
武
天
皇
崩
御
後
短
時
日
の
間
に
多
種
多
量
の
献
納
品

を
選
定
す
る
作
業
は
到
底
一
人
で
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
人
物
が
そ
の
作
業

に
従
事
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
不
統
一
な
表
記
と
し
て
次
の
例
も
あ
る
。
即
ち
光
明
皇
太
后
御
筆
の
「
頭
�
寺

碑
文
并
杜
家
立
成
一
巻
」
と
「
楽
毅
論
一
巻
」
に
つ
き
、
珍
宝
帳
で
は
「
右
二
巻

皇

太
后
御
書
」
と
す
る
が
、
そ
の
す
ぐ
次
の
品
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
聖
武
天
皇
と

光
明
皇
后
の
婚
礼
に
ま
つ
わ
る
「
信
幣
之
物
」
に
つ
い
て
珍
宝
帳
は
「
平
城
宮
御
宇
後

太
上
天
皇
礼
聘
藤
原
皇
后
之
日
相
贈
信
幣
之
物
一
箱
」
と
し
て
お
り
、
同
じ
光
明
皇
太

后
に
つ
い
て
近
接
す
る
項
目
で
あ
り
な
が
ら
「
皇
太
后
」「
藤
原
皇
后
」
と
、
異
な
る
表

記
を
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
別
人
に
よ
る
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
作
業
に
由
来
す
る
可
能
性

が
あ
る
が
、「
藤
原
皇
后
」
の
表
記
は
品
物
の
由
緒
を
も
語
る
表
現
の
中
に
現
れ
て
お
り
、

献
納
品
選
定
の
際
に
初
め
て
表
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
、
そ
こ
に
は
も
う
少
し

複
雑
な
事
情
を
想
定
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（１５６）
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一
体
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
の
名
称
や
注
記
は
、
献
納
品
の
選
定
時
に
全
く
新
た
に
付

せ
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。
品
物
の
材
質
・
法
量
や
容
器
の
記
載
な
ど
は
献
納
時

に
新
た
に
記
述
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
品
物
の
名
称
や
由
緒
な
ど
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
は
元
々
何
ら
か
の
拠
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
題

箋
な
り
、
素
案
リ
ス
ト
な
り
が
書
か
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
も
の
か
ら
始
ま
っ
て
作
業
を
積
み
重
ね
て
現
状
の
珍
宝
帳
に
至
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
刀
百
口
の
う
ち
の
横
刀
一
口
に
つ
い
て
、
珍
宝
帳
に
は

「
右
一
口
者
太
政
大
臣
之
家
設
二

新
室
宴
一

之
日
、
天
皇
親
臨
、
皇
太
子
奉
レ

舞
、
太
臣
寿

贈
」
と
大
き
く
注
記
さ
れ
、
そ
れ
に
小
字
で
「
彼
日
皇
太
子
者
即
平
城
宮
御
宇
後
太
上

天
皇
也
」
と
割
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
珍
宝
帳
作
成
時
点
で
過
去
の
人
物
を
単
に
「
天

皇
」「
皇
太
子
」
と
記
し
て
も
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
皇
太

子
は
聖
武
天
皇
だ
が
、
珍
宝
帳
に
お
い
て
聖
武
天
皇
を
指
す
場
合
に
は
冒
頭
願
文
標
題

の
「
太
上
天
皇
」、
願
文
中
の
「
先
帝
」
の
他
、
品
目
リ
ス
ト
内
で
は
「
平
城
宮
御
宇
後

太
上
天
皇
」（
赤
漆
文
欟
木
厨
子
・
雑
集
・
信
幣
之
物
）
や
「
後
太
上
天
皇
」（
黒
作
懸

佩
刀
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
大
き
く
記
さ
れ
た
方
の
注
記
は
恐
ら
く

元
々
由
緒
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
何
ら
か
の
注
記
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
（
元
々
の
表
現
の
ま
ま
と
は
限
ら
な
い
）。
そ
し
て
割
注
の
方
は
そ
れ
よ
り
も
後

に
付
せ
ら
れ
た
説
明
で
、
あ
る
い
は
こ
の
珍
宝
帳
作
成
時
に
で
も
付
せ
ら
れ
た
も
の
か

も
し
れ
な
い
。
先
に
掲
げ
た
「
藤
原
皇
后
」
の
例
も
、
そ
う
い
っ
た
元
々
そ
れ
の
有
し

て
い
た
表
記
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
国
家
珍
宝
帳
作
成
の
作
業
の
な
か
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
も
の
に
、
珍
宝

帳
の
書
き
上
げ
そ
の
こ
と
が
あ
る
。
珍
宝
帳
は
巻
末
の
自
署
以
外
す
べ
て
一
筆
で
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
浄
書
す
る
の
に
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
る
も
の
だ
ろ

う
か
。
奈
良
時
代
の
写
経
所
で
は
経
師
は
概
ね
日
に
七
紙
を
写
す
の
が
標
準
だ
っ
た
ら

し
い
。
ま
た
延
喜
図
書
寮
式
で
も
仁
王
経
書
写
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
り
、
日
に
七
張

を
写
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
珍
宝
帳
は
�
紙
を
除
い
て
墨
付
き
十
七
紙
で
あ
る
が
、

一
紙
の
長
さ
が
特
に
長
く
、
各
紙
四
十
行
前
後
を
保
っ
て
い
る
。
一
方
写
経
の
方
は
天

平
十
二
年
五
月
一
日
経
で
一
紙
あ
た
り
二
十
四
行
前
後
で
あ
（
２４
）

り
、
珍
宝
帳
は
そ
れ
よ
り

一
紙
あ
た
り
行
数
で
約
一
・
七
倍
の
長
さ
を
持
つ
。
以
上
に
基
づ
け
ば
珍
宝
帳
を
浄
書

す
る
の
に
四
日
強
と
い
う
計
算
に
な
る
。
し
か
し
途
中
改
行
の
少
な
い
経
典
に
対
し
、

基
本
的
に
物
品
リ
ス
ト
で
あ
る
珍
宝
帳
は
途
中
改
行
が
多
く
、
大
字
で
名
称
を
書
き
、

説
明
を
小
字
の
割
書
で
書
い
て
お
り
、
一
行
あ
た
り
に
占
め
る
字
数
は
当
然
経
典
と
は

異
な
る
。
そ
こ
で
珍
宝
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
の
数
を
試
み
に
数
え
て
み
る
と
、
大

字
三
三
八
七
字
、
小
字
九
三
六
四
字
と
い
う
結
果
を
得
た
。
こ
の
数
字
に
は
巻
末
位
署

中
の
自
署
お
よ
び
付
箋
の
文
字
は
入
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
参
考
に
な
る
の
は

次
の
延
喜
図
書
寮
式
の
規
定
で
あ
る
。

凡
写
レ

書
、
上
穀
紙
大
字
長
功
日
写
二

一
千
七
百
言
一

、
中
功
日
一
千
五
百
言
、
短
功

日
一
千
三
百
言
、
小
字
長
功
日
写
二

二
千
三
百
言
一

、
中
功
二
千
言
、
短
功
一
千
七

百
言
、
其
麻
紙
書
各
減
二

穀
紙
一
百
言
一

、
上
穀
紙
義
疏
長
功
日
写
二

二
千
言
一

、
中

功
日
一
千
八
百
言
、
短
功
日
一
千
六
百
言
、
麻
紙
書
各
減
二

穀
紙
一
百
言
一

、

こ
れ
に
よ
る
と
上
穀
紙
だ
と
長
功
で
大
字
は
一
日
一
七
〇
〇
字
、
小
字
は
一
日
二
三

〇
〇
字
を
写
し
、
麻
紙
で
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
字
を
減
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

国
家
珍
宝
帳
の
本
文
料
紙
は
白
麻
紙
と
さ
れ
る
が
、
極
め
て
上
質
の
滑
ら
か
な
紙
で
あ

（１５５）

（
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四
）



り
、
右
の
文
字
数
の
多
い
方
の
基
準
を
適
用
し
て
計
算
し
て
み
る
と
、
浄
書
す
る
だ
け

で
約
六
日
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
字
数
を
基
に
す
る
の
な
ら
ば
、
奈
良

時
代
の
写
経
で
は
原
則
と
し
て
一
行
十
七
字
詰
で
、
一
紙
二
十
四
行
前
後
、
日
に
七
紙

書
写
と
す
れ
ば
、
日
に
約
二
九
〇
〇
字
を
写
し
た
。
こ
れ
だ
と
右
の
図
書
寮
式
の
規
定

よ
り
早
く
な
り
、
図
書
寮
式
の
大
字
小
字
の
比
率
を
あ
て
は
め
て
計
算
す
る
と
、
約
三

・
六
日
と
な
る
。
し
か
し
割
書
が
多
数
存
在
し
た
り
、
似
た
よ
う
な
記
載
が
連
続
す
る

こ
と
な
ど
、
神
経
を
使
う
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
種
々
の
材
料
か
ら
、

結
局
四
日
〜
六
日
あ
た
り
が
現
状
の
国
家
珍
宝
帳
書
き
上
げ
に
要
す
る
日
数
と
し
て
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
非
常
の
場
合
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
机
上
の
計
算

が
ど
こ
ま
で
妥
当
な
も
の
か
疑
問
も
あ
ろ
う
が
、
一
応
の
目
安
と
は
な
ろ
う
。
一
貫
し

て
謹
直
な
楷
書
で
書
さ
れ
た
こ
の
珍
宝
帳
が
一
、
二
日
程
度
で
浄
書
さ
れ
た
も
の
と
は

思
わ
れ
な
（
２５
）

い
。
し
か
も
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
紙
の
差
し
替
え
と
い
う
事
態
も

あ
り
、
元
の
分
量
は
分
か
ら
な
い
が
、
珍
宝
帳
の
筆
者
は
そ
の
分
も
浄
書
作
業
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
国
家
珍
宝
帳
と
同
日
の
日
付
を
も
つ
種
々
薬
帳
も
そ
の
巻

末
位
署
（
自
署
の
諱
を
除
く
部
分
）
は
珍
宝
帳
と
同
筆
で
あ
（
２６
）
り
、
近
年
に
は
そ
の
前
の

筆
跡
の
異
な
る
部
分
も
実
は
珍
宝
帳
と
同
一
筆
者
に
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
（
２７
）

る
。

こ
れ
ら
に
基
づ
け
ば
、
珍
宝
帳
の
筆
者
の
負
担
は
さ
ら
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。

国
家
珍
宝
帳
は
聖
武
天
皇
七
七
忌
に
当
た
る
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
二
十
一
日
の
日
付

を
持
ち
、
ま
た
巻
頭
の
光
明
皇
太
后
御
製
の
願
文
中
に
も
「
七
々
俄
来
」
と
、
こ
の
献

納
が
七
七
忌
に
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
珍
宝
帳
を
東
大
寺
に
手

渡
す
ま
で
に
、
こ
れ
だ
け
の
質
と
量
の
献
納
品
を
選
定
し
、
珍
宝
帳
の
草
案
を
書
き
、

ま
た
光
明
皇
太
后
・
孝
謙
天
皇
を
含
む
関
係
者
・
責
任
者
の
了
解
を
と
り
、
珍
宝
帳
を

浄
書
し
、
藤
原
仲
麻
呂
以
下
の
自
署
を
と
り
、
内
印
を
押
捺
す
る
な
ど
の
作
業
を
行
っ

た
わ
け
で
あ
り
、
聖
武
天
皇
の
崩
御
後
、
四
十
九
日
ま
で
に
全
て
の
作
業
を
行
っ
た
と

す
れ
ば
、
か
な
り
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三

国
家
珍
宝
帳
に
お
け
る
献
納
品
の
表
現
に
つ
い
て

献
物
帳
に
つ
い
て
の
重
要
課
題
は
、
や
は
り
献
物
帳
を
読
み
解
く
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
な
く
し
て
は
こ
の
献
納
の
性
格
や
事
業
を
め
ぐ
る
事
情
な
ど
は
明
ら
か
に

さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
そ
の
一
歩
と
し
て
、
国
家
珍
宝
帳
に
お
い
て
献
納
品

が
ど
の
よ
う
な
表
現
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
き
検
討
し
た

い
。
も
っ
と
も
献
納
品
に
つ
い
て
の
表
現
と
い
っ
て
も
、
た
と
え
ば
名
称
・
材
質
・
法

量
・
容
器
・
由
緒
等
の
記
載
形
式
と
い
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
献
納
品
全
体

を
規
定
す
る
よ
う
な
表
現
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
献
物
帳
に
関
し
て
は
、

そ
の
献
納
の
有
す
る
意
義�

特
に
そ
の
意
図�

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
様
々
に
論
じ
ら
れ

て
き
て
い
る
（
２８
）

が
、
献
納
す
る
側
が
品
物
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
意
義
を
考
え
る
た
め
の
一
つ
の
材
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ

る
。
特
に
国
家
珍
宝
帳
は
長
巻
で
あ
り
、
多
種
多
量
の
献
納
品
を
記
載
し
、
願
文
も
二

種
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
表
現
に
関
し
て
検
討
材
料
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
取
り
上
げ
た
い
。

さ
て
、
国
家
珍
宝
帳
で
献
納
品
に
つ
い
て
表
現
し
た
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（１５４）
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Ａ

巻
頭
願
文
中
に
お
け
る
表
現

国
家
珍
宝
帳
の
冒
頭
に
は
、

奉
‐二
為
太
上
天
皇
一

捨
二

国
家
珍
宝
等
一

入
二

東
大
寺
一

願
文

皇
太
后
御
製

と
し
て
、「
妾
聞
、
悠
々
三
界
猛
火
常
流
」（
妾
聞
く
、
悠
々
た
る
三
界
に
猛
火
常
に
流

れ
）
で
始
ま
る
荘
重
な
願
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
こ
の
世
の
苦
し
み
と
、
仏
の
救
い
、

そ
れ
へ
の
帰
依
や
供
養
の
功
徳
を
記
し
、
つ
い
で
聖
武
天
皇
の
聖
徳
、
死
去
の
悲
し
み
、

七
七
日
が
到
来
し
た
こ
と
を
述
べ
、
故
に
「
今
奉
‐二
為
先
帝
陛
下
一

、
捨
二

国
家
珍
宝
、

種
々
翫
好
及
御
帯
・
牙
笏
・
弓
箭
・
刀
剣
兼
書
法
・
楽
器
等
一

、
入
二

東
大
寺
一

、
供
‐二
養

盧
舎
那
仏
及
諸
仏
菩
薩
・
一
切
賢
聖
一

」
と
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
聖
武
天
皇
の
蓮
華
蔵
世

界
へ
の
往
生
と
今
帝
以
下
万
民
・
全
て
の
生
き
物
の
安
泰
と
幸
福
を
祈
っ
て
い
る
。
以

上
の
中
で
、
傍
線
を
引
い
た
部
分
、
す
な
わ
ち
先
帝
（
聖
武
天
皇
）
の
た
め
に
捨
し
て

東
大
寺
に
入
れ
る
と
す
る
、

国
家
珍
宝
、
種
々
翫
好
及
御
帯
・
牙
笏
・
弓
箭
・
刀
剣
兼
書
法
・
楽
器
等

が
、
献
納
品
に
つ
い
て
表
現
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
冒
頭
の
標
題
に
「
国
家
珍
宝
等
」

と
あ
る
の
も
、
こ
の
記
載
の
省
略
型
で
あ
ろ
う
。

Ｂ

巻
頭
願
文
の
次
に
掲
げ
ら
れ
る
具
体
的
な
献
納
品
の
リ
ス
ト

右
の
願
文
が
終
わ
る
と
、
次
に
「
献
二

盧
舎
那
仏
一

」
と
し
て
「
御
袈
裟
合
玖
領
」
で

始
ま
る
具
体
的
な
リ
ス
ト
に
移
る
。
本
帳
の
主
体
部
で
あ
り
、
六
百
数
十
点
と
数
え
ら

れ
る
膨
大
な
品
々
か
ら
成
る
が
、
そ
の
配
列
の
あ
り
方
を
一
つ
の
表
現
と
見
て
、
後
に

検
討
し
た
い
。

Ｃ

巻
末
願
文
中
に
お
け
る
表
現

献
納
品
の
リ
ス
ト
が
終
わ
る
と
、
再
び
献
納
の
趣
旨
を
記
し
た
文
章
が
置
か
れ
る
。

そ
れ
は
「
右
件
、
皆
是
先
帝
翫
弄
之
珍
、
内
司
供
擬
之
物
、
追
‐二
感
疇
昔
一

、
触
レ

目
崩
摧
、

謹
以
奉
二

献
盧
舎
那
仏
一

」
と
い
う
哀
感
の
こ
も
っ
た
文
で
始
ま
り
、
聖
武
天
皇
の
冥
福

を
祈
っ
て
終
わ
る
。
こ
の
中
の
、

先
帝
翫
弄
之
珍
、
内
司
供
擬
之
物

が
献
納
品
に
つ
い
て
の
表
現
で
あ
り
、
Ｂ
に
掲
げ
た
も
の
は
皆
こ
れ
で
あ
る
と
し
て
い

る
。（

一
）
巻
頭
願
文
に
お
け
る
表
現

ま
ず
Ａ
巻
頭
願
文
に
お
け
る
記
載
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
き
く
「
国
家
珍
宝
」「
種
々

翫
好
」「
御
帯
・
牙
笏
・
弓
箭
・
刀
剣
兼
書
法
・
楽
器
等
」
の
三
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
実
際
に
国
家
珍
宝
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
御
帯
・
牙
笏
や
書
法
・
楽
器
を
見
る
と
、

そ
れ
ら
は
「
国
家
珍
宝
」「
種
々
翫
好
」
の
範
疇
に
入
れ
て
よ
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
特
に
書
法
は
王
羲
之
の
書
法
を
二
十
巻
献
納
し
て
い
る
が
、
大
小

王
真
跡
帳
で
は
献
納
す
る
王
羲
之
・
王
献
之
の
真
跡
書
に
つ
い
て
「
右
書
法
、
是
�
世

之
伝
珍
、
先
帝
之
玩
好
、
遺
在
二

篋
笥
一

」
と
記
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
種
々
翫
好
」
の

語
に
相
応
し
い
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
国
家
珍
宝
」
と
「
種
々
翫
好
」
が

全
く
別
の
献
納
品
を
指
す
と
見
る
必
要
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
巻
末
願
文
で
は
「
先
帝

翫
弄
之
珍
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
一
つ
の
句
の
中
に
「
国
家
珍
宝
」
の
「
珍
」
と

「
種
々
翫
好
」
の
「
翫
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
両
概
念
が
交
じ
り

合
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
に
掲
げ
た
大
小
王
真
跡
帳

で
も
「
�
世
之
伝
珍
、
先
帝
之
玩
好
」
と
あ
り
、
大
小
王
真
跡
書
一
巻
に
関
し
て
「
珍
」

「
玩
」（
翫
に
通
ず
）
の
両
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
献
納
品
は
「
国
家
珍
宝
」

（１５３）
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「
種
々
翫
好
」「
御
帯
・
牙
笏
・
弓
箭
・
刀
剣
兼
書
法
・
楽
器
等
」
の
三
種
に
截
然
と
分

か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
献
納
品
が
こ
れ
ら
三
種
の
表
現
の
一
つ
の
み
に
当
て

は
ま
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
複
数
の
表
現
に
当
て
は
ま
る
場
合
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
種
の
記
載
は
献
納
品
の
性
格
を
三
つ
の
異
な
っ
た
方
向
か
ら

表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
（
２９
）

う
。

さ
て
初
め
の
二
句
「
国
家
珍
宝
」「
種
々
翫
好
」
は
律
令
に
似
た
記
載
が
あ
り
、
後
宮

職
員
令
蔵
司
条
に
、

尚
蔵
一
人
、
掌
、
神
璽
・
関
契
・
供
御
衣
服
・
巾
櫛
・
服
翫
及
珍
宝
・
綵
帛
・
賞
賜
之
事
、

と
「
服
翫
」「
珍
宝
」
の
語
が
見
え
る
。
ま
た
集
解
で
は
「
服
翫
」
に
つ
い
て
、

古
記
云
、
服
翫
、
謂
玉
等
之
類
也
、
伴
云
、
服
翫
、
双
六
・
囲
碁
・
玉
等
之
類
、

服
如
レ

用
也
、

と
し
、「
珍
宝
」
に
つ
い
て
、

朱
云
、
珍
宝
者
猶
レ

言
レ

宝
也
、
大
蔵
・
内
蔵
収
掌
亦
同
物
者
、

と
す
る
。「
服
翫
」
に
つ
い
て
伴
説
の
言
う
「
双
六
・
囲
碁
」
は
珍
宝
帳
中
の
献
納
品
に

も
あ
り
、「
種
々
翫
好
」
と
い
う
語
の
意
味
す
る
も
の
の
例
と
し
て
そ
れ
ら
を
挙
げ
て
も

よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
珍
宝
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
朱
説
か
ら
は
そ
れ
が
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
品
物
を
指
す
か
と
い
う
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。「
国
家
珍
宝
」
と
い
い

「
種
々
翫
好
」
と
い
い
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の
意
味
等
に
つ
き
研
究
も
あ
る
（
３０
）

が
、
そ
の
次

の
「
御
帯
」
以
下
と
比
べ
る
と
甚
だ
抽
象
的
な
表
現
で
あ
り
、
ま
た
右
に
述
べ
た
よ
う

に
献
納
品
の
性
格
を
異
な
っ
た
方
向
か
ら
表
現
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
厳
格
に

定
義
し
て
具
体
的
な
献
納
品
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
二
種
の

表
現
は
献
納
品
の
珍
貴
で
あ
る
こ
と
と
聖
武
天
皇
の
愛
着
品
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た

も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
に
し
、
次
の
「
御
帯
」
以
下
の
表
現
の
検
討
に
移
り
た
い
。

「
及
」
以
下
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
御
帯
・
牙
笏
・
弓
箭
・
刀
剣
・
書
法
・
楽
器
は
何

ら
か
の
例
示
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
何
故
こ
こ
に
選
ば
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
こ
れ
は
実
際
の
リ
ス
ト
（
Ｂ
）
に
出
て
く
る
順
番
で
は
な
い
。
Ｂ
の
リ
ス
ト
で
こ

れ
ら
が
出
現
す
る
順
は
、
書
法
、
御
帯
、
牙
笏
、
楽
器
、
刀
剣
、
弓
箭
で
あ
り
、
全
く

配
列
は
異
な
る
。
ま
た
数
量
的
に
は
こ
れ
ら
の
う
ち
刀
剣
・
弓
箭
は
多
数
あ
る
が
、
牙

笏
は
僅
か
二
枚
（
他
に
大
魚
骨
笏
一
枚
）
で
、
御
帯
も
合
わ
せ
て
三
条
（
重
載
分
を
除

く
）
で
あ
り
、
数
量
的
に
目
立
つ
物
を
掲
げ
た
わ
け
で
も
な
い
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
Ｂ

の
具
体
的
な
献
納
品
の
配
列
や
数
量
に
基
づ
い
た
例
示
と
は
言
え
な
い
。

次
に
内
容
そ
の
も
の
か
ら
検
討
し
て
み
る
。
御
帯
と
牙
笏
に
つ
い
て
は
、『
大
漢
和

辞
典
』
に
「
帯
笏
」（
タ
イ
コ
ツ
）
と
い
う
語
を
掲
げ
、
こ
れ
を
文
官
の
朝
服
と
説
明
し

て
い
る
。
そ
う
す
る
と
次
の
「
弓
箭
・
刀
剣
」
と
い
か
に
も
う
ま
く
対
比
さ
れ
、
文
と

武
を
象
徴
的
に
表
す
物
を
こ
こ
に
記
し
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
「
帯

笏
」
を
文
官
の
朝
服
、
ま
た
更
に
進
ん
で
文
の
意
味
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
漢
和

辞
典
に
掲
げ
る
用
例
か
ら
は
や
や
躊
躇
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
武
官
で
あ
っ
て

も
律
令
制
で
は
帯
や
笏
を
お
び
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
だ
け
を
も
っ
て
文
・

武
の
対
比
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
中
国
古
典
を
繙
け
ば
、
淮

南
子
の
道
応
訓
に
は
「
昔
武
王
伐
レ

紂
破
二

之
牧
野
一

、（
中
略
）
弛
レ

弓
絶
レ

絃
、
去
レ

舎
露

宿
、
以
示
二

平
易
一

、
解
レ

剣
帯
レ

笏
、
以
示
レ

無
レ

仇
」
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
淮
南
子
の

斉
俗
訓
に
「
昔
武
王
執
レ

戈
秉
レ

鉞
、
以
伐
レ

紂
勝
レ

殷
、
�
レ

笏
杖
レ

殳
以
臨
レ

朝
」
と
あ
る

よ
う
に
、
笏
を
お
び
る
こ
と
は
確
か
に
武
器
を
執
る
こ
と
と
対
比
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
は
戦
乱
に
対
し
て
の
平
和
も
し
く
は
儀
礼
の
場
を
象
徴
し
て
い
る
と
み

（１５２）
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る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
笏
は
帯
に
さ
し
は
さ
む
も
の
で
あ
り
、
晋
書
輿
服
志
に
は

「
古
者
貴
賤
皆
執
レ

笏
、
其
有
レ

事
則
�
二

之
于
腰
帯
一

、
所
謂
�
紳
之
士
者
、
�
レ

笏
而

垂
二

紳
帯
一

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
帯
も
笏
と
連
動
す
る
。
続
日
本
紀
の
神
護
景
雲
元
年

（
七
六
七
）
三
月
丙
寅
条
に
は
「
勅
、
近
衛
将
曹
従
六
位
下
勲
六
等
間
人
直
足
人
等
十

九
人
、
感
‐二
会
風
雲
一

、
奮
‐二
激
忠
勇
一

、
超
レ

群
抜
レ

衆
、
斬
レ

寇
滅
レ

凶
、
朕
以
嘉
二

其
武
節
一

、

賞
二

此
高
勲
一

、
宜
令
二

美
服
光
レ

栄
、
容
儀
標
一
レ

異
、
自
レ

今
以
後
、
諸
勲
六
等
已
上
、
身

有
二

七
位
一

、
而
帯
二

職
事
一

者
、
許
下

執
二

牙
笏
一

并
用
中

銀
装
刀
帯
等
上

、
及
二

元
日
等
節
一

、

着
二

当
階
之
色
一

」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
押
勝
の
乱
の
功
労
者
へ
の
賞
で
あ
り
、
勲
六
等

以
上
で
あ
れ
ば
、
七
位
で
あ
っ
て
も
職
事
な
ら
ば
、
牙
笏
と
銀
装
の
刀
・
帯
の
着
用
を

許
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
「
容
儀
」（
礼
儀
に
か
な
っ
た
姿
）
を
標
す
る
（
あ
ら
わ
す
）

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
淮
南
子
の
用
例
と
合
わ
せ
れ
ば
、
武
器
に
対
す
る
笏
や
帯

は
、
武
の
姿
を
象
徴
す
る
も
の
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
、
儀
（
３１
）

礼
の
姿
を
象
徴
す
る
も
の
と

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
右
の
神
護
景
雲
元
年
の
勅
で
は
銀
装
刀
も
容
儀

を
標
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
国
家
珍
宝
帳
の
「
御
帯
・
牙
笏
・

弓
箭
・
刀
剣
」
で
は
、「
御
帯
」「
牙
笏
」
に
は
儀
礼
に
ふ
さ
わ
し
い
高
貴
性
が
表
現
さ

れ
て
い
る
（
牙
笏
は
五
位
以
上
が
持
つ
）
の
に
対
し
、「
弓
箭
・
刀
剣
」
に
は
そ
れ
が
表

現
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
「
弓
箭
・
刀
剣
」
は
、
や
は
り
「
御
帯
・
牙
笏
」
に

対
す
る
と
こ
ろ
の
、
武
を
象
徴
す
る
物
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
以
上

か
ら
国
家
珍
宝
帳
願
文
の
「
御
帯
・
牙
笏
・
弓
箭
・
刀
剣
」
は
、
天
皇
の
関
係
品
の
中

で
、
儀
礼
の
姿
と
武
の
姿
を
象
徴
す
る
物
を
対
比
的
に
掲
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
楽
器
・
書
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず
次
の
事
例
を
参
考
と
し
た
い
。

西
宮
記

臨
時
、
凶
事
、
天
皇
崩
（
３２
）
事

延
長
八
、
十
、
十
一
吏
部
記
云
、
云
々
、（
中
略
）
御
輿
長
舁
二

御
棺
一

、
安
‐二
置
陵

中
一

、
先
レ

是
、
陵
中
安
二

御
硯
・

楽
毅
論
・
蘭
亭
集

序
・
羸
等
三
巻
、

書

并
色
紙
一
筥
、
（
衍
カ
）

所
レ

召
倭
琴
・
笛

等
一

、
内
蔵
助
義
方
倭
琴
、
允
是
�
調
レ

箏
、
楽
所
預
良
名
調
レ

琴
、
皆
調
二

平
調
一

、

倭
琴
律
調
之
、
皆
安
二

袋
上
一

、
唯
笛
入

レ

袋
、

闔
二

壙
戸
一

了
、

即
ち
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
醍
醐
天
皇
の
埋
葬
の
と
き
、
楽
毅
論
・
蘭
亭
集
序
・
羸

の
三
巻
の
書
と
倭
琴
・
笛
等
の
楽
器
を
共
に
埋
納
し
て
い
る
。
こ
こ
に
蘭
亭
集
序
が
見

え
る
こ
と
は
唐
の
太
宗
が
死
に
際
し
王
羲
之
の
蘭
亭
集
序
原
本
を
殉
葬
せ
し
め
た
と
い

う
逸
話
を
連
想
さ
せ
る
が
、
王
羲
之
の
著
名
な
楽
毅
論
・
蘭
亭
集
序
を
含
む
書
法
と
楽

器
を
醍
醐
天
皇
も
死
後
の
世
界
に
携
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
珍
宝
帳
で
楽
器
・
書
法
を

盧
舎
那
仏
に
献
ず
る
と
い
う
こ
と
と
処
分
方
法
は
異
な
る
が
、
こ
の
二
種
の
品
が
人
の

死
に
際
し
て
行
方
が
問
題
と
な
る
と
い
う
共
通
性
を
有
し
て
い
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
古
代
に
お
い
て
「
琴
書
」
或
い
は
「
左
琴
右
書
」
と
い

っ
た
語
が
貴
族
の
理
想
的
な
教
養
を
示
す
も
の
と
し
て
中
国
か
ら
日
本
に
受
け
入
れ
ら

れ
、
流
行
し
て
い
た
こ
と
で
あ
（
３３
）
る
。
中
国
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
三
国
志
の
魏
書
崔
�

伝
に
「
崔
�
、
字
季
珪
、
清
河
東
武
城
人
也
、（
中
略
）
自
去
レ

家
四
年
、
乃
帰
以
二

琴
書
一

自
娯
、
大
将
軍
袁
紹
聞
而
辟
之
」
と
あ
る
が
、
一
方
日
本
の
奈
良
時
代
に
お
い
て
神
亀

六
年
（
七
二
九
）
二
月
九
日
の
日
付
を
有
す
る
小
治
田
朝
臣
安
万
侶
墓
誌
の
副
板
に

「
左
琴
神
亀
六
年
二
月
九
日
」「
右
書
神
亀
六
年
二
月
九
日
」
と
あ
っ
て
、
日
本
古
代
で

も
「
左
琴
」「
右
書
」
を
貴
族
の
教
養
を
示
す
言
葉
と
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
さ
ら
に
承
和
九
年
（
八
四
二
）、
嵯
峨
天
皇
の
崩
御
に
際
し
て
の
遺
詔
の
中
に

「
琴
書
」
が
見
え
る
。

続
日
本
後
紀
、
承
和
九
年
七
月
丁
未
条

（１５１）
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太
上
天
皇
崩
二

于
嵯
峨
院
一

、
春
秋
五
十
七
、
遺
詔
曰
、（
中
略
）
又
雖
レ

無
二

資
財
一

、

少
有
二

琴
書
一

、
処
分
具
二

遺
レ

子
戒
一

、

挙
例
は
一
部
に
止
め
る
が
、
右
に
挙
げ
た
日
本
の
二
例
は
い
ず
れ
も
人
の
死
に
関
わ

る
場
面
で
の
用
例
で
あ
り
、
珍
宝
帳
の
表
現
を
考
え
る
う
え
で
注
目
に
値
す
る
。
要
す

る
に
こ
こ
に
言
う
楽
器
・
書
法
と
は
、
教
養
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も

の
で
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
聖
武
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
献
納
と
い
う
場
面
に
適
合
す
る

用
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ（
３４
）

る
。
以
上
、「
御
帯
」
以
下
は
儀
礼
・
武
・
教
養

を
示
す
品
物
を
例
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
聖
武
天
皇
に
関
係
す
る
品
の

中
で
、
天
皇
の
理
想
像
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
言
え
よ
（
３５
）

う
。

以
上
か
ら
、
国
家
珍
宝
帳
の
巻
頭
願
文
に
お
け
る
献
納
品
の
表
現
「
国
家
珍
宝
、

種
々
翫
好
及
御
帯
・
牙
笏
・
弓
箭
・
刀
剣
兼
書
法
・
楽
器
等
」
は
、
献
納
品
の
珍
貴
な

も
の
で
あ
る
こ
と
、
聖
武
天
皇
の
愛
着
品
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
聖
武
天
皇

に
関
係
す
る
品
物
の
中
で
天
皇
そ
の
人
の
理
想
像
を
象
徴
す
る
も
の
を
掲
げ
る
と
い
う

方
法
で
献
納
品
を
総
括
す
る
表
現
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
献
納
品
の
リ
ス
ト

次
に
Ｂ
と
し
た
献
納
品
そ
の
も
の
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は

そ
の
配
列
の
あ
り
方
に
う
か
が
え
る
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
。
多
種
多
量
の
品
目
を
列

挙
し
て
い
る
と
き
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
全
体

に
関
す
る
一
つ
の
表
現
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
献
納
者
側
の
何
ら
か
の
意
識
が
反
映
さ
れ

て
い
よ
う
。

国
家
珍
宝
帳
に
載
せ
る
品
目
の
配
列
に
つ
い
て
か
つ
て
関
説
さ
れ
た
関
根
真
隆
氏
は
、

重
要
な
も
の
か
ら
書
き
記
し
て
い
る
も
の
で
、
ま
ず
天
皇
家
の
由
来
に
関
わ
る
も
の
、

つ
い
で
藤
原
家
の
由
来
に
関
わ
る
も
の
、
ま
た
国
別
で
は
日
本
、
唐
、
朝
鮮
半
島
の
順
、

ま
た
大
き
く
す
ぐ
れ
た
技
法
の
も
の
の
順
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
記
載
さ
れ
、
あ
る
程

度
の
見
識
で
も
っ
て
書
き
つ
が
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
（
３６
）

る
。
こ
れ
は
献
納
品
中
、
主
と

し
て
各
類
別
内
の
配
列
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
例
を
い
く
つ
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
品

目
全
体
に
わ
た
っ
て
の
例
と
な
る
と
、
冒
頭
近
く
に
あ
る
厨
子
が
天
皇
家
・
藤
原
氏
の

由
来
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
が
当
て
は
ま
る
例
と
な
る
程
度
で
あ
り
、
従
っ
て
全
体
構

成
に
関
し
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
な
お
各
類
別
内
の
配
列

に
つ
い
て
は
、
右
の
指
摘
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
留
意
す
べ
き
な
の

は
、
品
目
の
種
類
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
櫃
に
入
れ
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
櫃
が
種
類
ご
と

に
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
珍
宝
帳
は
そ
の
櫃
の
順
に
よ
っ
て
配
列
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
品
物
を
櫃
に
収
め
、
そ
の
櫃
に
番
号
を
付
す
こ
と
は
、
珍
宝
帳
を
最
終
的
に

ま
と
め
上
げ
る
の
と
は
一
応
別
の
作
業
で
あ
り
、
そ
の
配
列
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
そ

の
収
納
の
あ
り
方
や
収
納
作
業
と
珍
宝
帳
の
起
草
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要

と
な
っ
て
こ
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
問
題
も
あ
り
、
ま
た
各
類
別
内
全
て
を
対
象
と
す
る

こ
と
は
本
稿
の
手
に
あ
ま
る
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は
類
別
内
の
配
列
に
つ
い
て
は
そ

こ
ま
で
に
と
ど
め
、
珍
宝
帳
の
リ
ス
ト
の
全
体
的
配
列
に
つ
い
て
以
下
に
検
討
し
た
（
３７
）

い
。

献
納
品
リ
ス
ト
を
簡
略
化
し
た
形
で
一
覧
表
に
す
る
と
、
表
２
の
通
り
と
な
る
。
冒

頭
か
ら
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

ア

１
御
袈
裟

こ
れ
は
身
に
ま
と
う
も
の
で
あ
る
。
中
に
は
「
七
條
褐
色
紬
袈
裟
」
が
「
金
剛
智
三

蔵
袈
裟
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
聖
武
天
皇
が
実
際
身
に
ま
と
っ
た
か
否
か
疑

（１５０）

（
一
九
）



問
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
聖
武
天
皇
が
着
用
し
た
袈
裟
、
あ
る
い
は
そ
れ

と
同
類
の
も
の
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

イ

２
赤
漆
文
欟
木
厨
子
と
そ
の
納
（
３８
）

物
、
３
赤
漆
欟
木
厨
子
と
そ
の
納
物

こ
こ
に
は
天
皇
・
皇
后
の
御
書
や
聖
武
天
皇
・
光
明
皇
后
婚
礼
時
の
信
幣
物
な
ど
、

聖
武
天
皇
お
よ
び
光
明
皇
后
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
っ
た
品
、
書
法
な
ど
の
愛
玩
物
、
ま

た
御
帯
そ
の
他
多
様
な
物
が
二
つ
の
由
緒
あ
る
厨
子
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
厨
子
は
後

世
に
は
日
記
の
御
厨
子
な
ど
が
常
に
天
皇
の
身
辺
に
置
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
後
期
貴
族
社
会
の
調
度
・
室
礼
を
示
し
て
い
る
類
聚
雑
要
（
３９
）

抄
に
も
母
屋
調
度

と
し
て
「
二
階
厨
子
」
が
見
え
、
櫛
筥
な
ど
身
辺
の
様
々
な
物
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
よ
う
な
あ
り
方
が
献
物
帳
以
外
の
資
料
を
使
っ
て
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
か
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
一
般
に
厨
子
は
日
本
古
代
に
お
い
て
天
皇
を
は
じ
め
高
位
者
の
身
辺

調
度
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
（
４０
）

る
。
こ
こ
に
並
べ
ら
れ
た
納
物
が
聖
武
天
皇
の

生
前
に
実
際
に
こ
の
二
つ
の
厨
子
に
入
っ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
物
は
、
常
に
身
辺
に
置
か
れ
て
い
た
か
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
と
観
念

さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
（
４１
）
う
。
品
物
の
内
容
や
、
そ
れ
ら
が
全
て
さ
ほ
ど
の
大
き
さ
が

な
く
簡
単
に
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
物
で
あ
る
こ
と
が
、
厨
子
に
納
め
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
う
考
え
る
理
由
と
な
る
が
、
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、

先
に
表
記
の
不
統
一
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
も
触
れ
た
が
、
こ
こ
に
尺
八
が
四
点

（
玉
尺
八
、
尺
八
、
樺
纏
尺
八
、
刻
彫
尺
八
）
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
と
同
時
に
、
後
出

の
楽
器
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
ま
た
別
の
尺
八
一
点
（
彫
石
尺
八
）
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
品
物
の
種
類
だ
け
で
そ
れ
が
分
類
配
列
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
持
っ
て
い
た
何
ら
か
の
性
格
が
そ
の
分
類
に
影
響
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
聖
武
天
皇
の
ご
く
身
近
に
あ
る
べ
き
も
の

か
、
そ
う
で
な
い
か
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ

４
楽
器
、
５
遊
戯
具
、
６
武
器

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
楽
器
は
厨
子
収
納
の
楽
器
の
よ
う
に
常

に
身
辺
に
置
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
の
楽
器
に
は
か
な
り
大
型

の
も
の
も
あ
り
、
数
量
か
ら
し
て
も
、
常
に
身
辺
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
そ
の
日
常
の
管
理
に
は
何
ら
か
の
側
近
が
あ
た
り
、
聖
武
天
皇
は
必
要
の
都

度
、
そ
れ
を
召
し
て
自
ら
演
奏
す
る
か
、
あ
る
い
は
誰
か
に
演
奏
せ
し
め
、
鑑
賞
す
（
４２
）

る
、

そ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
遊
戯
具
は
棊
局
・
双
六
局
各
一
具
で
、
判
断
材
料
に
乏
し
い
が
、
こ
れ
ら
は

「
琴
棋
」
と
い
う
語
が
あ
る
よ
う
に
音
楽
と
関
係
深
い
も
の
が
あ
る
。
僧
尼
令
作
音
楽

条
に
は
「
凡
僧
尼
作
二

音
楽
一

、
及
博
戯
者
、
百
日
苦
使
、
碁
・
琴
不
レ

在
二

制
限
一

」
と
あ

っ
て
碁
と
琴
が
並
記
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
こ
で
義
解
は
博
戯
の
例
に
双
六
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
続
日
本
後
紀
承
和
三
年
（
八
三
六
）
三
月
庚
戌
条
に
「
是
中
旬
之
初
也
、
天
皇
御
二

紫
宸
殿
一

賜
二

侍
臣
酒
一

、
至
二

御
床
之
下
一

、
促
二

侍
臣
座
一

、
令
三

以
囲
レ

碁
且
弾
二

琵
琶
一

」

と
あ
る
例
な
ど
か
ら
も
、
こ
れ
ら
棊
局
・
双
六
局
が
楽
器
と
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
自
然
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

次
の
武
器
に
つ
い
て
は
、
御
大
刀
百
口
、
御
弓
百
張
・
別
色
御
弓
三
張
、
御
箭
百
具
、

御
甲
百
領
と
大
量
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
全
て
聖
武
天
皇
の
所
用
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
こ
こ
に
は
豪
華
な
作
り
の
武
器
が
あ
り
、
ま
た
「
陽
宝
剣
」「
陰
宝
剣
」

や
、
草
壁
皇
子
の
皇
統
と
藤
原
氏
と
の
特
別
な
関
係
を
示
す
「
黒
作
懸
佩
刀
」
な
ど
、

特
別
な
由
緒
を
持
つ
武
器
が
あ
る
。
ま
た
御
弓
の
な
か
に
は
「
大
伴
淡
等
」「
佐
伯
清
麻

（１４９）

（
二
〇
）



表２ 国家珍宝帳の品目構成

１．御袈裟（９領）

漆櫃１合に納める（付箋）

２．厨子（１口。赤漆文欟木厨子）

納物

天皇・皇后の御書（４巻）

聖武天皇・光明皇后の相贈信幣之物（１箱）

書法 （王羲之。２０巻）

小刀 （１口）

御帯とそれに付属する御刀子・御袋 （帯３条分。帯はもう１条あるも重載）

笏 （３枚）

尺 （６枚）

�子 （１００枚）

犀角杯（２口）

双六頭（１１６具１隻、未造了２具） 双六子（１６９）

貝� （１２箇）

犀角奩（１合）

納物 念珠（７具）

唐刀子（２口。刀子はもう２口あるも重載）

百索縷（１巻）

尺八 （４管）

３．赤漆欟木厨子（１口）

納物

犀角 （１具と３枚）

白石鎮子 （１６箇）

銀平脱合子（４合。棊子を納む）

４．楽器

倭琴（２張） 琴（２張） 琵琶（２面） 五絃琵琶（１面） 阮咸（１面） 箏（１張） 瑟（１張）

簫（１口） 笙（１口） �（１口） 横笛（１口） 尺八（１口） 新羅琴（２張）

５．遊戯具

棊局（１具） 双六局（１具）

６．武器

御大刀（１００口） ３櫃に納める

御弓 （１００張、別色御弓３張） ５櫃に納める

御箭 （１００具） ４櫃に納める

御甲 （１００領） １１櫃に納める

７．全浅香（１村） 〈挿入〉

８．御鏡（２０面） 漆胡瓶（１口）

３櫃に納める。漆胡瓶は第３櫃

９．御屏風（１００畳）

１０．大枕（１枚） 御軾（２枚） 挟軾（１枚）「右納漆櫃二合」 御床（２張）

・同類のものについては概括して表記し、また単独の品でも名称のうちの材質にかかる部分は概ね省略して表記

した。

・４「楽器」・５「遊戯具」・６「武器」の各総括名称は、いま便宜付したものである。

（１４８）

（
二
一
）



呂
」「
坂
上
犬
養
」
の
注
記
を
持
っ
た
も
の
が
あ
る
。
大
伴
淡
等
（
旅
人
）
は
征
隼
人
持

節
大
将
軍
も
務
め
た
著
名
な
武
人
で
あ
り
、
佐
伯
清
麻
呂
は
天
平
十
年
（
七
三
八
）
以

来
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
に
没
す
る
ま
で
左
衛
士
督
を
務
め
た
。
ま
た
坂
上
犬
養

は
苅
田
麻
呂
の
父
、
田
村
麻
呂
の
祖
父
で
、
聖
武
天
皇
崩
御
の
と
き
に
は
左
衛
士
督
を

務
め
て
お
り
、
聖
武
天
皇
の
寵
遇
を
受
け
追
慕
の
念
が
厚
か
っ
た
と
い
（
４３
）

う
。
こ
れ
ら
の

名
前
が
注
記
さ
れ
た
弓
に
つ
い
て
は
、
こ
の
三
人
が
特
定
の
同
一
の
武
官
の
組
織
に
属

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
し
た
弓
が
た
ま
た
ま
そ
の
組
織
に
残
っ
て
い
て
そ
れ
が
盧
舎
那

仏
に
献
納
さ
れ
た
と
す
る（
４４
）

説
も
あ
る
が
、
私
は
単
純
に
こ
の
三
人
が
所
持
し
て
い
た
弓

を
聖
武
天
皇
に
献
上
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
意
味
で
聖
武

天
皇
と
特
別
な
関
係
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
故
に
近
辺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
が
こ
こ

に
は
少
な
か
ら
ず
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
天
皇
の
身
辺
と
は
言
え
な
い
が
、
近
く
に
置
か
れ
る
武
器
が
け
っ
し
て
少
な
く

は
な
い
量
が
あ
っ
た
こ
と
は
別
の
面
か
ら
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
後
世
の
例
に
な
る

が
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）、
陽
成
天
皇
が
光
孝
天
皇
に
譲
位
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

日
本
三
代
実
録
の
同
年
二
月
二
十
一
日
壬
子
条
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

掛
甲
四
百
領
頒
二

給
左
右
近
衛
府
一

、
各
二
百
領
、
此
甲
尋
常
納
二

内
裏
春
興
殿
一

、

天
皇
入
二

東
宮
一

之
後
、
遷
‐二
納
東
宮
書
殿
一

、
今
出
而
給
之
、
以
二

兵
庫
甲
一

、
給
二

左

右
衛
門
・
左
右
兵
衛
四
府
一

、
並
為
二

二
十
三
日
即
位
以
レ

此
着
用
一

也
、

陽
成
天
皇
の
譲
位
は
二
月
四
日
の
こ
と
で
あ
り
、
光
孝
天
皇
（
時
康
親
王
）
は
そ
の

日
に
御
在
所
の
東
二
條
宮
に
お
い
て
璽
綬
神
鏡
宝
剣
等
を
う
け
、
翌
二
月
五
日
に
東
宮

に
入
っ
た
。
同
二
十
三
日
に
即
位
の
式
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
が
、
右
の
記
事
は
、
通
常

内
裏
春
興
殿
に
置
か
れ
て
い
た
掛
甲
（
挂
甲
）
四
百
領
が
、
光
孝
天
皇
の
東
宮
入
御
後
、

そ
ち
ら
に
移
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
掛
甲
四
百
領
は
来
る
即
位
の
式

に
お
い
て
左
右
近
衛
府
が
着
用
す
る
た
め
に
出
給
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
別
に
「
兵
庫

甲
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
左
右
の
衛
門
・
兵
衛
府
が
着
用
す
る
た
め
に
出
給
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
兵
庫
と
は
別
に
常
に
天
皇
の
近
く
に
置
か
れ
て
い
た
大
量
の

武
器
の
存
在
を
示
し
て
い
（
４５
）

る
。
国
家
珍
宝
帳
の
時
代
に
は
内
兵
庫
が
あ
り
（
大
同
三
年

に
左
右
兵
庫
に
併
合
）、
左
右
兵
庫
と
は
別
の
そ
の
よ
う
な
武
器
の
集
積
は
制
度
的
背

景
を
持
っ
て
い
た
。
先
に
特
別
な
武
器
の
存
在
を
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
掲
げ
ら

れ
た
武
器
が
全
て
画
一
的
な
保
管
の
下
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の

武
器
は
全
体
と
し
て
天
皇
の
周
辺
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
（
４６
）

る
。
そ
し

て
そ
の
中
に
は
天
皇
自
身
が
使
用
す
る
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
一
方
天
皇
の
命
に
よ
り
側

近
等
の
臣
下
に
使
用
さ
せ
る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

以
上
、
４
楽
器
、
５
遊
戯
具
、
６
武
器
は
、
い
ず
れ
も
天
皇
周
辺
に
存
在
し
、
そ
れ

ら
は
天
皇
自
身
が
手
に
と
っ
て
使
用
す
る
か
、
あ
る
い
は
側
近
等
の
臣
下
に
使
わ
せ
る

も
の
と
い
う
性
質
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。

エ

７
全
浅
香
、
８
御
鏡
、
漆
胡
瓶
、
９
御
屏
風

こ
れ
ら
も
聖
武
天
皇
近
辺
の
存
在
を
想
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

が
前
項
の
楽
器
・
遊
戯
具
・
武
器
と
異
な
る
点
は
、
前
項
の
も
の
が
手
に
と
っ
て
使
用

す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
は
置
か
れ
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
全
浅
香
は
沈
香
の
大
き
な
材
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
用
い
る
わ
け
で
は
な

か
ろ
う
が
、
必
要
分
が
置
か
れ
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
鏡
は
重
さ
四
十
八
斤

八
両
（
約
三
十
二
・
五
�
）・
径
二
尺
一
寸
七
分
の
八
角
鏡
を
最
重
・
最
大
と
し
、
殆
ど

が
四
斤
以
上
、
ま
た
径
一
尺
前
後
以
上
で
あ
り
、
置
か
れ
て
用
い
ら
れ
る
も
の
と
考
え

（１４７）

（
二
二
）



ら
れ
る
。
屏
風
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
漆
胡
瓶
の
み
は
こ
こ
に
配
列
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
理
解
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
漆
胡
瓶
は
御
鏡
二
十
口
を
三

つ
の
櫃
に
分
納
し
て
い
る
そ
の
第
三
櫃
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
収
納
自
体

違
和
感
を
覚
え
る
。
あ
る
い
は
便
宜
的
な
処
置
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な

い
と
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
漆
胡
瓶
は
宝
庫
に
現
存
し
、
普
通
飲

料
水
あ
る
い
は
酒
を
入
れ
る
容
器
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
飲
食
に
用
い
る
具
と
い

う
面
の
み
に
着
目
す
る
と
、
此
処
に
あ
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
後
世
の
類
聚
雑
要
抄
に
は
髪
を
洗
う
と
き
に
用
い
る
�
坏

（
ゆ
す
る
つ
き
）
や
、
手
洗
い
に
用
い
る
楾
（
は
ん
ぞ
う
）
が
調
度
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
飲
食
の
具
で
は
な
く
、
置
か
れ
て
そ
の
場
で
用
い
ら
れ
る
液
体
容
器

も
あ
る
。
漆
胡
瓶
は
�
坏
や
楾
と
形
態
が
異
な
り
、
そ
れ
で
あ
る
と
主
張
す
る
つ
も
り

は
な
い
が
、
時
々
の
飲
水
の
為
に
水
を
入
れ
て
置
い
て
お
く
と
い
う
使
用
形
態
も
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
置
か
れ
て
そ
の
場
で
機
能
を
果
た
す
調
度
品

と
し
て
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
（
４７
）
う
。

オ

１０
大
枕
、
御
軾
、
挟
軾
、
御
床

御
軾
・
挟
軾
は
い
わ
ゆ
る
肘
つ
き
で
あ
る
。
ま
た
国
家
珍
宝
帳
に
「
白
練
綾
大
枕
一
枚

着
夾
纈
羅
帯
三
条
、
」
と
記
す
大
枕
は
、
弘
仁
二
年
勘
物
使
解
に
「
白
帛
綾
大
軾
一
枚
着
夾
纈
羅

帯
、

」

と
記
（
４８
）

し
、
宝
庫
に
今
も
伝
わ
る
白
綾
で
く
る
ま
れ
た
高
さ
二
八
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
六

八
セ
ン
チ
、
幅
三
六
セ
ン
チ
の
枕
型
の
も
の
が
こ
れ
に
当
て
ら
れ
、
こ
れ
も
肘
つ
き
と

考
え
ら
れ
る
。
御
（
４９
）

軾
は
そ
れ
よ
り
も
や
や
細
長
型
の
も
の
で
、
挟
軾
は
凭
板
に
脚
が
付

き
、
褥
を
着
す
る
。
御
床
は
寝
台
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
置
か
れ
て
用
い
ら
れ
る
も
の
だ

が
、
特
に
そ
の
中
で
も
座
臥
具
と
称
し
て
よ
か
ろ
う
。
い
ず
れ
も
聖
武
天
皇
（
御
床
は

二
張
あ
り
、
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
）
の
所
用
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
国
家
珍
宝
帳
の
品
目
に
つ
い
て
、
聖
武
天
皇
と
の
関
係
に
着
目
し
つ
つ
そ
の

性
格
を
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
品
目
の
配
列
は
、
聖
武
天
皇
が
身
に
ま
と
う
も
の

（
ア
）↓
聖
武
天
皇
の
身
辺
に
置
か
れ
る
も
の
（
イ
）↓
身
辺
と
は
言
え
な
い
が
、
天
皇

の
近
く
に
お
い
て
臣
下
の
管
理
を
介
在
さ
せ
、
天
皇
自
身
が
手
に
と
っ
て
使
う
か
、
あ

る
い
は
使
わ
せ
る
も
の
（
ウ
）↓
同
じ
く
天
皇
の
近
辺
に
あ
る
が
、
置
か
れ
て
用
い
ら
れ

る
も
の
（
エ
）↓
天
皇
が
用
い
る
座
臥
具
（
オ
）、
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
一
応

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
配
列
は
聖
武
天
皇
の
関
係
品

を
、
聖
武
天
皇
を
中
心
に
し
て
、
概
ね
内
か
ら
外
へ
と
配
列
し
、
最
後
は
調
度
品
の
う

ち
く
つ
ろ
ぎ
の
場
を
示
す
座
臥
具
に
よ
っ
て
締
め
括
っ
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
聖
武
天
皇
を
め
ぐ
る
空
間
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
意
識

が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
聖
武
天
皇
を
中
心
と
す
る
、
あ
る
い
は

囲
繞
す
る
空
間
に
存
在
す
る
品
々
を
、
聖
武
天
皇
を
中
心
と
し
た
構
成
で
描
き
出
す
も

の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
右
に
分
類
し
た
と
こ
ろ
の
楽
器
以
下
「
身
辺
と
は
言
え
な
い
が
、
天
皇
の

近
く
に
お
い
て
臣
下
の
管
理
を
介
在
さ
せ
、
天
皇
自
身
が
手
に
と
っ
て
使
う
か
、
あ
る

い
は
使
わ
せ
る
も
の
」
以
下
の
も
の
（
ウ
・
エ
・
オ
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
量
や
内

容
か
ら
、
殆
ど
の
も
の
が
そ
の
管
理
や
取
扱
い
に
臣
下
の
関
与
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
内
部
に
お
け
る
配
列
は
、
そ
の
物
を
管
理
し
あ

る
い
は
取
扱
う
官
司
の
配
列
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
が

浮
か
ぶ
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
品
目
の
初
め
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
楽
器
や
遊
戯
具
の
取

扱
官
司
を
探
せ
ば
、
男
官
で
は
恐
ら
く
中
務
省
内
蔵
（
５０
）
寮
、
女
官
で
は
楽
器
が
後
宮
職
員

（１４６）

（
二
三
）



令
に
「
糸
竹
之
事
」
の
職
掌
が
あ
る
書
司
、
遊
戯
具
が
集
解
伴
云
に
「
双
六
・
囲
碁
・

玉
等
之
類
」
と
解
説
す
る
「
服
翫
」
の
職
掌
が
あ
る
蔵
司
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
一

方
そ
れ
ら
の
最
後
に
あ
る
御
床
に
つ
い
て
は
、
職
員
令
で
宮
内
省
内
掃
部
司
の
正
の
職

掌
に
「
供
御
牀
」
が
あ
り
、
ま
た
後
宮
職
員
令
で
掃
司
の
尚
掃
の
職
掌
に
「
牀
席
」
が

あ
る
よ
う
に
、
男
官
で
は
内
掃
部
司
、
女
官
で
は
掃
司
で
あ
る
。
官
司
の
配
列
と
い
え

ば
、
や
は
り
令
に
お
け
る
そ
の
配
列
が
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
挙
げ
た
官
司

の
職
員
令
・
後
宮
職
員
令
で
の
配
列
順
を
見
る
と
、
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
の
条
文

番
号
で
示
せ
ば
、
７
内
蔵
寮
、
５５
内
掃
部
司
（
以
上
職
員
令
）、
６
書
司
、
５
蔵
司
、
１１

掃
司
（
以
上
後
宮
職
員
令
）
で
あ
る
。
ま
た
御
床
以
外
で
も
、
後
半
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
調
度
品
の
類
は
概
ね
内
掃
部
司
と
掃
司
の
関
与
す
る
度
合
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ

（
５１
）

る
。
も
っ
と
も
全
体
と
し
て
天
皇
御
料
の
物
を
取
扱
う
内
蔵
寮
の
関
係
す
る
と
こ
ろ
か

も
し
れ
な
い
が
、
調
度
品
の
場
合
、
た
と
え
そ
の
保
管
が
内
蔵
寮
で
あ
っ
て
も
、
鋪
設

は
内
掃
部
司
な
い
し
掃
司
の
つ
か
さ
ど
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
（
５２
）

う
。
ま
た
楽
器
・
遊
戯

具
の
次
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
武
器
類
は
、
当
時
の
官
司
で
最
も
関
係
深
い
所
は
男
官
で

は
６５
内
兵
庫
、
女
官
８
兵
司
で
あ
ろ
う
が
、
内
兵
庫
だ
と
職
員
令
で
は
宮
内
省
よ
り
後

に
配
列
さ
れ
る
が
、
女
官
で
み
れ
ば
掃
司
よ
り
前
に
来
る
。
男
官
で
も
武
器
を
総
括
的

に
管
理
す
る
２４
兵
部
省
を
あ
て
れ
ば
職
員
令
の
配
列
順
と
近
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
、
ウ
・
エ
・
オ
の
品
目
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
そ
の
物
の
管
理
や
取
扱
い
に

当
た
る
官
司
の
職
員
令
・
後
宮
職
員
令
に
お
け
る
配
列
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
以
上
の
指
摘
は
ま
だ
概
ね
の
傾
向
を
示
し
た
も
の
に
留
ま
る
（
５３
）

が
、
官
司
の
関
与

が
深
い
物
品
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
列
挙
す
る
場
合
、
官
司
の
配
列
順
が
あ
れ
ば
そ
れ

に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
の
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
物
品
を
列
挙
す
る
の
に
事
務
上
行
わ
れ
て
い
た
の
と
同

じ
く
機
械
的
に
並
べ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
先
に
見
た
如
く
、
全
体
の
構
成
は

聖
武
天
皇
を
中
心
に
し
、
天
皇
を
め
ぐ
る
空
間
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
出
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
中
で
は
、
単
に
事
務
的
・
機
械
的
な
配
列

と
い
う
よ
り
、
や
は
り
何
ら
か
の
意
識
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
え
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
は
そ
こ
に
、
聖
武
天
皇
の
在
り
し
日
に
人
々
が
奉
仕
し
た

如
き
姿
で
そ
れ
を
並
べ
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
だ
が
、
如

何
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
献
納
品
の
リ
ス
ト
は
聖
武
天
皇
の
関
係
品

を
、
聖
武
天
皇
を
中
心
に
し
て
、
天
皇
の
身
に
ま
と
う
も
の
を
筆
頭
に
、
概
ね
内
か
ら

外
へ
と
配
列
し
、
最
後
は
調
度
品
の
う
ち
く
つ
ろ
ぎ
の
場
を
示
す
座
臥
具
に
よ
っ
て
締

め
括
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
聖
武
天
皇
を
中
心
と
す
る
、
あ
る
い
は
囲
繞
す
る
空

間
に
存
在
す
る
品
々
を
、
聖
武
天
皇
を
中
心
と
し
た
構
成
で
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
中
で
後
半
に
位
置
す
る
側
近
官
司
の
管
理
が
介
在
す
る
性
格
が
強
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
品
目
の
配
列
は
朝
廷
の
官
司
の
配
列
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
部
分
は
在
り
し
日
に
人
々
が
奉
仕
し
た
如
き
姿
で
そ
れ
を
配
列

す
る
と
い
う
意
味
も
持
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
し
て
全
体
と
し
て

聖
武
天
皇
を
め
ぐ
る
空
間
を
構
成
し
盧
舎
那
仏
に
献
納
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

献
納
品
は
多
様
な
品
々
か
ら
成
っ
て
お
り
、
一
つ
ひ
と
つ
に
は
色
々
な
性
格
が
付
随
し

て
い
よ
う
。
従
っ
て
そ
れ
ら
の
構
成
・
配
列
に
つ
い
て
は
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
（
５４
）
り
、
右
に
示
し
た
も
の
は
中
間
的
な
試
論
に
過
ぎ
な
い
が
、
呈
示
し
て
お
き

（１４５）

（
二
四
）



た
い
。

（
三
）
巻
末
願
文
の
表
現
に
つ
い
て

本
節
の
初
め
に
述
べ
た
と
お
り
、
珍
宝
帳
に
は
も
う
一
箇
所
、
献
納
品
に
つ
い
て
表

現
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
即
ち
、
Ｃ
巻
末
願
文
に
お
け
る
「
先
帝
翫
弄
之
珍
、
内
司
供

擬
之
物
」
と
い
う
記
載
で
あ
る
。「
内
司
」
は
制
度
的
用
語
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ

こ
で
は
単
に
側
近
に
仕
え
る
官
司
と
解
し
て
お
く
。
こ
の
表
現
に
つ
い
て
も
「
先
帝
翫

弄
之
珍
」
と
「
内
司
供
擬
之
物
」
が
現
実
と
し
て
全
く
別
種
の
物
に
分
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
た
と
え
性
格
が
重
な
る
物
が
あ
っ
て
も
、
献
納
品
を
こ
の
よ

う
に
「
先
帝
翫
弄
之
珍
」
と
「
内
司
供
擬
之
物
」
の
二
種
で
表
し
、
こ
の
順
に
記
述
す

る
と
い
う
あ
り
方
は
、
右
述
の
献
納
品
リ
ス
ト
の
構
成
の
仕
方
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
冒
頭
願
文
の
「
国
家
珍
宝
、
種
々
翫
好
及
御
帯
・
牙
笏
・

弓
箭
・
刀
剣
兼
書
法
・
楽
器
等
」
は
、
既
述
の
よ
う
に
献
納
品
の
珍
貴
性
・
聖
武
天
皇

の
愛
着
品
・
聖
武
天
皇
の
理
想
像
を
象
徴
す
る
物
を
掲
げ
る
と
い
う
表
現
の
仕
方
と
考

え
ら
れ
、
献
納
品
リ
ス
ト
や
巻
末
願
文
と
は
や
や
発
想
の
異
な
る
表
現
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
そ
の
差
異
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
さ
ら
に
考
え
る
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本

稿
で
は
こ
こ
ま
で
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
は
献
物
帳
全
体
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
点
と
、
国
家
珍
宝
帳
の
原
本
や
記
載

内
容
に
つ
い
て
、
筆
者
が
気
付
き
、
あ
る
い
は
検
討
し
た
結
果
を
羅
列
的
に
述
べ
た
も

の
に
過
ぎ
ず
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
結
論
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
荒
削
り
な
推
測
に

わ
た
っ
た
点
、
試
論
的
な
点
も
目
立
つ
と
思
う
。
ま
た
国
家
珍
宝
帳
に
お
け
る
献
納
品

の
配
列
に
着
目
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
来
他
の
献
物
帳
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

検
討
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
そ
の
余
裕
が
持
て
な
か
っ
た
。
献
納
の
意
義
に
つ
い
て

は
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
も
表
現
と
い
う
一
つ
の
検
討
材
料
を
提
供
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ

れ
と
て
も
な
お
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
品
物
の
選
定
自
体
、
た
と
え
ば
こ
こ
に
は
経

典
や
不
動
産
が
な
（
５５
）

い
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
て
、
当
時
の
資
財
帳
そ
の
他
に
見
ら
れ
る

様
々
な
寄
進
例
の
内
容
と
異
な
る
点
に
つ
き
検
討
を
深
め
れ
ば
、
こ
の
献
納
の
特
徴
と

い
う
も
の
が
よ
り
析
出
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
果
た
せ
な
か
っ
た
様
々
な
角
度

か
ら
の
検
討
を
行
い
総
合
的
に
献
物
帳
お
よ
び
献
納
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。
最
後
に
課
題
ば
か
り
記
し
て
恐
縮
だ
が
、
献
物
帳
に
関
す
る
研
究

に
本
稿
が
少
し
で
も
加
え
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

注

（
１
）
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
奈
良
帝
室
博
物
館
正
倉
院
掛
印
刷
。
原
本
は
明
治
四
十

一
年
（
一
九
〇
八
）
帝
室
宝
器
主
管
か
ら
帝
室
博
物
館
へ
引
き
継
が
れ
た
も
の
。

（
２
）
こ
れ
ら
献
物
帳
の
翻
刻
は
『
大
日
本
古
文
書
』
第
四
巻
（
大
小
王
真
跡
帳
に
つ
い
て

は
第
二
五
巻
）
、
お
よ
び
『
寧
楽
遺
文
』
に
あ
る
。
な
お
東
大
寺
献
物
帳
に
関
し
て
は

正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
宝
物
』
北
倉
Ⅲ
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
に
全

編
に
わ
た
る
原
寸
大
カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
同
時
に
詳
細
な
書
誌
デ
ー
タ
を
付

し
た
解
説
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
関
根
真
隆
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（
同
『
天
平

美
術
へ
の
招
待
正
倉
院
宝
物
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
初
発
表
一
九
七
九

（１４４）

（
二
五
）



年
）
は
各
献
物
帳
に
つ
い
て
基
礎
的
な
事
柄
を
丹
念
に
取
り
扱
っ
て
お
り
、
本
稿
も

そ
れ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
３
）
屏
風
花
氈
等
帳
以
外
の
各
献
物
帳
に
は
、
品
目
記
載
の
後
に
祈
願
の
意
を
込
め
た
献

納
の
趣
旨
を
記
載
す
る
文
章
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
説
明
の
便
宜
上
、
こ
れ
を
願
文

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
大
方
の
論
者
も
そ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
但
し
献
物

帳
そ
の
も
の
に
お
い
て
は
「
願
文
」
と
い
う
語
は
国
家
珍
宝
帳
冒
頭
に
あ
る
「
奉
‐二
為

太
上
天
皇
一

捨
二

国
家
珍
宝
等
一

入
二

東
大
寺
一

願
文
」
と
あ
る
も
の
の
み
で
あ
る
。

（
４
）
『
平
安
遺
文
』
一�

６
。
一
部
は
『
大
日
本
古
文
書
』
二
三�

６２３
に
「
弘
福
寺
領
田

畠
流
記
」
と
し
て
掲
載
。
本
文
書
に
つ
い
て
は
、
松
田
和
晃
「
円
満
寺
旧
蔵
弘
福
寺

文
書
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
央
史
学
』
五
、
一
九
八
二
年
）、
石
上
英
一
『
古
代
荘
園
史

料
の
基
礎
的
研
究

上
』
第
一
編
第
一
章
・
第
二
章
第
二
節
（
塙
書
房
、
一
九
九
七

年
、
原
論
文
は
一
九
八
七
年
・
一
九
九
二
年
発
表
）、
山
下
信
一
郎
「
延
暦
十
三
年
弘

福
寺
文
書
目
録
の
復
原
的
考
察
」（『
史
学
論
叢
』
十
二
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

（
５
）
柳
雄
太
郎
「
献
物
帳
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察�

東
大
寺
以
下
十
八
か
寺
へ
の
献
納

経
過�

」（『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
三
三
九
、
一
九
七
九
年
）。

（
６
）
な
お
こ
の
間
の
天
平
宝
字
元
年
閏
八
月
二
十
四
日
に
も
金
薄
綵
絵
木
鞘
大
刀
子
一
口

と
人
勝
二
枚
が
東
大
寺
に
献
納
さ
れ
た
こ
と
が
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
雑
財
物
実
録

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
関
す
る
献
納
文
書
は
現
存
し
な
い
。
延
暦
六

年
（
七
八
七
）
曝
凉
使
解
以
降
の
曝
凉
帳
に
載
せ
て
い
る
東
大
寺
の
献
物
帳
は
現
存

の
五
巻
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
献
物
帳
に
相
当
す
る
よ
う
な
文
書
は
作
成
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
７
）
法
隆
寺
献
物
帳
に
記
す
「
金
光
明
」
寺
へ
の
献
納
を
屏
風
花
氈
等
帳
の
献
納
と
す
る

見
方
は
、『
書
道
全
集
』
第
九
巻
（
平
凡
社
、
一
九
五
四
年
）
の
東
大
寺
献
物
帳
解
説

（
堀
江
知
彦
執
筆
）、
後
藤
四
郎
「
正
倉
院
雑
考
」（
井
上
薫
教
授
退
官
記
念
会
編

『
日
本
古
代
の
国
家
と
宗
教
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）、
同
「
東
大
寺
献

物
帳
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
四
三
五
、
一
九
八
四
年
）。
国
家
珍
宝
帳
・
種
々
薬

帳
の
献
納
と
す
る
見
方
は
、
柳
雄
太
郎
「
献
物
帳
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察�

東
大

寺
以
下
十
八
か
寺
へ
の
献
納
経
過�

」（
前
掲
）、
同
「
献
物
帳
と
紫
微
中
台
」（『
書

陵
部
紀
要
』
三
二
、
一
九
八
一
年
）。
ま
た
そ
れ
に
近
い
が
木
内
武
男
「
法
隆
寺
献
納

宝
物

法
隆
寺
献
物
帳
」（『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
二
五
七
、
一
九
七
二
年
）お
よ
び
関
根

真
隆
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（
前
掲
）
は
国
家
珍
宝
帳
だ
け
を
挙
げ
る
。

（
８
）
東
京
国
立
博
物
館
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報

書
跡
２
』（
二
〇
〇
一
年
）。

（
９
）
関
根
真
隆
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（
前
掲
）。

（
１０
）
前
掲
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報

書
跡
２
』
に
よ
る
と
、「
寺
献
物
帳
」
の

字
の
上
に
一
部
朱
が
見
え
る
の
で
、
印
が
捺
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
さ

ら
に
「
寺
」
字
の
上
方
の
部
分
（
表
紙
の
他
の
部
分
か
ら
持
っ
て
き
て
補
修
し
た
も

の
か
と
す
る
）
に
印
影
が
認
め
ら
れ
、「
天
皇
御
璽
」
印
の
「
皇
」「
御
」
の
一
部
が

確
認
で
き
る
と
す
る
。

（
１１
）
後
藤
四
郎
「
東
大
寺
献
物
帳
に
つ
い
て
」（
前
掲
）
も
屏
風
花
氈
等
帳
に
つ
い
て
、
願

文
が
な
い
の
は
国
家
珍
宝
帳
や
種
々
薬
帳
で
懇
切
な
願
文
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

省
略
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
。
一
方
で
珍
宝
帳
・
種
々
薬
帳
と
は
同
じ
献
納
計
画
の

中
に
含
め
ら
れ
な
い
と
す
る
が
、
む
し
ろ
同
じ
献
納
事
業
と
す
る
方
が
論
理
一
貫
す

る
で
あ
ろ
う
。

（
１２
）
関
根
真
隆
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（
前
掲
）、
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
宝
物
』
北

倉
Ⅲ
（
前
掲
）。

（
１３
）
杉
本
一
樹
「
献
物
帳
の
書�

奈
良
時
代
の
書
に
関
す
る
一
考
察�

」（
同
『
日
本
古
代

文
書
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、
初
発
表
一
九
九
九
年
）。

（
１４
）
孝
謙
天
皇
と
光
明
皇
太
后
に
分
け
る
説
と
し
て
は
、
後
藤
四
郎
「
正
倉
院
雑
考
」「
東

大
寺
献
物
帳
に
つ
い
て
」（
前
掲
。
但
し
大
小
王
真
跡
帳
も
光
明
皇
太
后
の
献
納
に
か

か
る
と
す
る
）、
柳
雄
太
郎
「
献
物
帳
と
紫
微
中
台
」（
前
掲
）、
�
川
敏
子
「
紫
微
中

（１４３）

（
二
六
）



台
の
「
居
中
奉
勅
」
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
六
八
、
二
〇
〇
〇
年
）、

東
野
治
之
「
東
大
寺
献
物
帳
と
紫
微
中
台
」（『
仏
教
芸
術
』
二
五
九
、
二
〇
〇
一
年
）、

全
て
光
明
皇
太
后
に
よ
る
と
す
る
説
は
、
近
藤
毅
大
「
紫
微
中
台
と
光
明
皇
太
后
の

「
勅
」」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
五
五
、
一
九
九
七
年
）、
米
田
雄
介
「
東
大
寺
献
物
帳

作
成
の
意
義
」（
大
阪
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
編
『
古
代
中
世
の
社
会
と
国
家
』
清

文
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
）。

（
１５
）
後
藤
四
郎
「
正
倉
院
雑
考
」「
東
大
寺
献
物
帳
に
つ
い
て
」（
前
掲
）、
米
田
雄
介
「
東

大
寺
献
物
帳
作
成
の
意
義
」（
前
掲
）。

（
１６
）
黒
川
真
頼
「
東
大
寺
献
物
帳
考
証
」（『
黒
川
真
頼
著
作
集
』
第
五
、
一
九
一
一
年
）

は
国
家
珍
宝
帳
に
つ
い
て
孝
謙
天
皇
の
施
入
と
し
、
滝
川
政
次
郎
「
紫
微
中
台
考
」

（
同
『
法
制
史
論
叢
第
四
冊

律
令
諸
制
及
び
令
外
官
の
研
究
』
一
九
六
七
年
、
初

発
表
一
九
五
九
年
）
や
木
内
武
男
「
法
隆
寺
献
納
宝
物

法
隆
寺
献
物
帳
」（
前
掲
）

は
国
家
珍
宝
帳
を
孝
謙
天
皇
の
勅
と
み
な
し
て
い
る
。

（
１７
）
東
野
治
之
「
東
大
寺
献
物
帳
と
紫
微
中
台
」（
前
掲
）。

（
１８
）
但
し
こ
の
願
文
に
は
「
仰
以
奉
‐二
献
盧
舎
那
仏
一

」
と
あ
っ
て
、
光
明
皇
太
后
が
誰
か

に
仰
せ
て
こ
れ
を
盧
舎
那
仏
に
奉
献
せ
し
め
る
と
い
う
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

「
誰
か
」
に
つ
い
て
は
、
関
係
の
所
司
と
解
す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を

淳
仁
天
皇
と
解
す
る
可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
１９
）
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
柳
雄
太
郎
氏
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
同

氏
前
掲
「
献
物
帳
と
紫
微
中
台
」）。

（
２０
）
栗
原
治
夫
「
正
倉
院
蔵
礼
服
礼
冠
目
録
と
国
家
珍
宝
帳
」（『
書
陵
部
紀
要
』
二
一
、

一
九
七
〇
年
）。
栗
原
氏
は
切
断
箇
所
に
は
礼
服
礼
冠
の
項
が
書
か
れ
て
い
た
と
し
、

切
断
の
時
期
を
珍
宝
帳
作
成
以
後
大
仏
奉
献
の
前
後
と
み
る
。

（
２１
）
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
が
、
継
目
下
に
印
や
界
線
の
痕
跡
が
見
え
な
い
と
い

っ
て
も
、
そ
の
確
認
箇
所
は
多
く
な
く
、
切
断
が
あ
っ
た
可
能
性
は
完
全
に
は
排
除

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
で
も
現
第
一
紙
は
当
初
か
ら
の
も
の
で
な
い
こ
と

は
動
か
な
い
わ
け
だ
が
、
仮
に
第
二
紙
に
切
断
さ
れ
た
部
分
が
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、

現
第
一
紙
が
後
補
で
あ
る
以
上
、
そ
の
前
身
と
な
る
紙
が
そ
も
そ
も
あ
っ
た
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

本
帳
の
各
料
紙
の
長
さ
（
継
目
糊
代
部
分
を
含
む
）
と
印
影
の
幅
は
次
の
通
り
で

あ
る
。第

一
紙
長

七
七
・
五
セ
ン
チ

第
二
紙
長

八
〇
・
七
セ
ン
チ

第
三
紙
以
降

八
七
セ
ン
チ
台
（
第
七
紙
の
み
八
五
・
七
セ
ン
チ
。
最
少
八
七

セ
ン
チ
、
最
大
八
七
・
九
五
セ
ン
チ
。
白
紙
の
最
終
第
十
八
紙
を
除
く
）

内
印
幅

八
・
七
〜
八
・
八
セ
ン
チ

現
第
三
紙
以
降
の
紙
長
を
基
に
計
算
す
る
と
、
そ
の
内
の
最
も
長
い
紙
と
現
第
二

紙
の
元
の
紙
長
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、
そ
の
切
断
長
は
、

87.95－
80.7=

7.25�

と
な
る
。
つ
ま
り
最
も
長
く
見
積
も
っ
た
場
合
で
も
約
七
・
三
セ
ン
チ
と
な
る
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
こ
の
部
分
に
印
の
一
列
は
乗
り
切
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
現
第
二
紙
の

右
端
に
露
出
僅
存
す
る
切
断
印
痕
跡
は
〇
・
二
セ
ン
チ
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
右
に
現

在
糊
代
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
〇
・
二
セ
ン
チ
あ
る
が
、
内
印
の
幅
は
八
・
七
〜
八

・
八
セ
ン
チ
あ
り
、
印
の
一
列
の
残
り
八
・
四
セ
ン
チ
程
が
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
な
り
、
原
第
二
紙
の
切
断
長
七
・
三
セ
ン
チ
で
は
、
そ
の
印
の
載
る
紙
幅
と
し
て

は
足
り
な
い
。
従
っ
て
、
切
断
を
想
定
し
て
も
、
切
断
部
分
を
含
め
た
第
二
紙
は
も

と
第
一
紙
即
ち
文
書
の
冒
頭
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
も
と
は
印
が
跨
っ
て
捺
さ

れ
て
い
る
別
の
紙
が
第
二
紙
の
前
に
存
在
し
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２２
）
関
根
真
隆
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（
前
掲
）、
同
「
正
倉
院
刀
剣
史
料
考
」（『
天
平
美

術
へ
の
招
待
正
倉
院
宝
物
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
初
発
表
一
九
七
七
年
）。

（１４２）

（
二
七
）



（
２３
）
松
嶋
順
正
『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
は
、
こ
の
題

箋
に
つ
い
て
奉
献
に
際
し
鏡
に
附
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

（
２４
）
栗
原
治
夫
「
総
論
」（
奈
良
国
立
博
物
館
『
奈
良
朝
写
経
』、
一
九
八
三
年
）。

（
２５
）
近
年
、
献
物
帳
に
お
い
て
そ
の
書
風
の
意
識
的
選
択
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い

る
（
杉
本
一
樹
前
掲
「
献
物
帳
の
書�

奈
良
時
代
の
書
に
関
す
る
一
考
察�

」、
川
上

貴
子
「
国
家
珍
宝
帳
の
書
」『
正
倉
院
紀
要
』
二
七
、
二
〇
〇
五
年
）。
こ
の
こ
と
も
視

野
に
入
れ
る
と
、
尚
更
丁
寧
な
作
業
が
要
求
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
２６
）
関
根
真
隆
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（
前
掲
）。

（
２７
）
湯
山
賢
一
「『
国
家
珍
宝
帳
』
の
書
風
を
め
ぐ
っ
て
」（
奈
良
国
立
博
物
館
『
第
五
十

八
回
正
倉
院
展
目
録
』、
二
〇
〇
六
年
）。

（
２８
）
献
納
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
関
根
真
隆
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（
前
掲
）
が
既
往
の
説

を
要
領
よ
く
紹
介
し
、
ま
た
関
根
氏
自
身
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
米
田
雄
介

「
東
大
寺
献
物
帳
作
成
の
意
義
」（
前
掲
）
も
こ
れ
を
論
ず
る
。

（
２９
）
巻
頭
願
文
の
「
国
家
珍
宝
、
種
々
翫
好
及
御
帯
・
牙
笏
・
弓
箭
・
刀
剣
兼
書
法
・
楽

器
等
」
に
つ
い
て
、
後
藤
四
郎
氏
は
巻
末
願
文
の
「
先
帝
翫
弄
之
珍
、
内
司
供
擬
之

物
」
と
比
較
し
、
巻
末
願
文
に
は
「
国
家
珍
宝
」
の
語
が
見
え
ず
、「
先
帝
翫
弄
之

珍
」
は
「
種
々
翫
好
」
に
対
応
し
、「
内
司
供
擬
之
物
」
は
「
御
帯
」
以
下
に
対
応
す

る
と
し
て
、
巻
頭
願
文
の
表
記
を
「
国
家
の
珍
宝
た
る
種
々
翫
好
・
・
・
」
と
読
む

（「
国
家
珍
宝
帳
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」『
日
本
歴
史
』
三
九
八
、
一
九
八
一
年
）。

し
か
し
願
文
の
標
題
に
「
国
家
珍
宝
等
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
国
家
珍
宝
、
種
々
翫

好
及
御
帯
・
・
・
」
の
省
略
型
と
み
ら
れ
、
そ
こ
に
「
等
」
が
付
い
て
い
る
か
ら
、

「
国
家
珍
宝
」
が
そ
れ
以
下
を
包
摂
す
る
概
念
で
あ
る
と
は
み
な
し
に
く
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
「
御
帯
」
以
下
を
「
内
司
供
擬
之
物
」
と
対
応
さ
せ
る
が
、
そ
こ
に

は
「
書
法
」
も
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
や
は
り
「
内
司
供
擬
之
物
」
よ
り
も
「
先

帝
翫
弄
之
珍
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
対
応
の
図
式

を
描
く
こ
と
は
難
し
い
。

（
３０
）
川
副
武
胤
氏
は
献
納
品
の
美
術
工
芸
的
価
値
に
着
目
し
て
論
じ
る
立
場
か
ら
、「
珍

宝
」「
翫
好
」「
翫
弄
之
珍
」
の
概
念
は
、
東
大
寺
献
物
帳
に
関
す
る
限
り
今
日
の
「
美

術
工
芸
」
の
概
念
と
殆
ど
正
確
に
一
致
す
る
と
す
る
が
（「
盧
舎
那
仏
奉
献
考
」『
日

本
古
代
王
朝
の
思
想
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
、
初
発
表
一
九
六
七
年
）、

そ
れ
は
「
及
」
以
下
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
品
を
非
純
粋
美
術
・
工
芸
品
類
の
全
て
と

す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
て
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
後
藤
四
郎
氏
は
「
国

家
珍
宝
」
に
つ
い
て
、
当
時
の
「
国
家
」
の
概
念
は
一
様
で
は
な
い
が
、
願
文
の
「
国

家
」
と
は
天
皇
を
中
心
と
す
る
皇
室
と
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
官
人
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
た
、
内
司
を
含
む
朝
廷
を
意
味
す
る
語
か
と
す
る
。
ま
た
当
時
の
用
例
で
「
珍

宝
」
と
い
う
語
は
、
海
外
の
品
、
あ
る
い
は
海
外
か
ら
将
来
さ
れ
た
品
を
意
味
し
て

用
い
ら
れ
た
場
合
が
多
く
、
願
文
の
「
珍
宝
」
も
献
納
品
の
中
の
多
く
の
見
事
な
舶

載
品
を
念
頭
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
言
葉
か
と
す
る
（
同
氏
前
掲
「
国
家
珍
宝
帳
に

関
す
る
若
干
の
考
察
」）。
し
か
し
「
珍
宝
」
に
つ
い
て
の
解
釈
に
は
類
推
も
多
く
、

し
か
も
右
の
よ
う
な
「
国
家
」
の
語
が
そ
れ
に
冠
せ
ら
れ
る
こ
と
と
整
合
す
る
の
か

疑
問
な
し
と
し
な
い
。

（
３１
）
通
常
「
武
」
と
対
比
さ
れ
る
「
文
」
の
字
に
は
礼
儀
の
意
味
も
含
ま
れ
る
が
、「
文
」

の
字
は
そ
の
他
に
多
様
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
文
」
の
語
を
用

い
ず
、
ま
た
着
装
の
場
と
の
連
関
を
意
識
し
て
、「
儀
礼
」
と
い
う
語
で
表
し
て
お
く
。

（
３２
）
故
実
叢
書
本
巻
十
二
を
基
に
し
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
前
田
家
巻
子
本
巻
十
二
臨
時
己

（
甲
本
及
び
丙
本
）〈
裏
書
〉、
同
大
永
本
第
八
冊
を
も
っ
て
校
訂
し
た
。

（
３３
）
森
本
六
爾
「
小
治
田
朝
臣
安
万
侶
の
墳
墓
」（
同
『
日
本
の
古
墳
墓
』
木
耳
社
、
一
九

八
七
年
、
初
発
表
一
九
二
五
年
）、
小
野
勝
年
「
奈
良
朝
の
墓
誌
に
つ
い
て
」（
『
大
和

文
華
』
三
五
、
一
九
六
一
年
）、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
日
本
の
墓
誌
』（
一
九

七
七
年
）
の
小
治
田
安
万
侶
墓
誌
解
説
（
東
野
治
之
氏
執
筆
）。

（１４１）

（
二
八
）



（
３４
）
す
で
に
小
野
勝
年
氏
は
、
献
物
帳
に
お
け
る
書
法
と
楽
器
の
品
々
を
挙
げ
て
、
い
わ

ゆ
る
左
琴
右
書
、
す
な
わ
ち
琴
棋
書
画
の
思
想
に
通
じ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
同
「
東
大
寺
献
物
帳
に
つ
い
て
」『
末
永
先
生
古
稀
記
念
古
代
学
論
叢
』
一
九
六
七

年
）。

（
３５
）
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
儀
礼
と
武
を
象
徴
す
る
「
御
帯
・
牙
笏
・
弓
箭
・
刀
剣
」
に

は
政
治
的
・
公
的
性
格
が
表
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
教
養
を
示
す
「
楽
器
・
書
法
」

に
は
文
化
的
・
私
的
性
格
が
感
じ
ら
れ
、
そ
こ
に
両
者
の
間
に
「
兼
」
の
文
字
が
存

在
す
る
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
３６
）
関
根
真
隆
「
正
倉
院
遺
宝
伝
来
の
記
」（
同
『
正
倉
院
へ
の
道
天
平
美
術
へ
の
招
待
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
初
発
表
一
九
八
二
年
）。

（
３７
）
な
お
関
根
氏
は
の
ち
に
、「『
国
家
珍
宝
帳
』
と
光
明
皇
后�

「
除
物
」
と
法
華
滅
罪

の
寺
」（『
日
本
美
術
全
集
３

正
倉
院
と
上
代
絵
画
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）
に

お
い
て
、
国
家
珍
宝
帳
の
全
体
構
成
が
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
な
る
の
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
初
め
の
方
に
重
要
な
品
目
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
、
各
類

別
で
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
各
類
別
内
の
配
列
・
構

成
に
つ
い
て
は
別
に
、
会
田
容
弘
「『
東
大
寺
献
物
帳
（
国
家
珍
宝
帳
）』
の
初
歩
的

考
察�

国
家
珍
宝
帳
の
大
刀
・
弓
・
箭
具
・
甲
に
つ
い
て�

」（『
山
形
大
学
史
学
論

集
』
一
四
号
、
一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。
ま
た
種
々
薬
帳
に
つ
い
て
は
杉
本
一
樹
「
献

物
帳
の
書�

奈
良
時
代
の
書
に
関
す
る
一
考
察�

」（
前
掲
）
が
そ
の
配
列
や
薬
物
管

理
の
現
場
と
書
き
手
の
関
係
に
論
究
し
て
い
る
。

（
３８
）
２
の
赤
漆
文
欟
木
厨
子
の
納
物
は
、
珍
宝
帳
の
記
載
か
ら
は
ど
こ
ま
で
か
分
か
り
に

く
い
が
、
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）・
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）
の
曝
凉
帳
に
お
け
る
収

納
の
あ
り
方
か
ら
、
表
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
来
も
そ
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
る
。

（
３９
）
類
聚
雑
要
抄
は
群
書
類
従
雑
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
川
本
重
雄
・
小
泉
和
子
編

『
類
聚
雑
要
抄
指
図
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年
）
が
、
近
世
に
制
作

さ
れ
た
類
聚
雑
要
抄
指
図
巻
と
と
も
に
類
聚
雑
要
抄
そ
の
も
の
を
校
訂
翻
刻
し
、
豊

富
な
解
説
と
研
究
を
付
載
し
て
い
る
。

（
４０
）
小
泉
和
子
『
日
本
史
小
百
科

家
具
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）、
同
「
調
度

に
つ
い
て
」（
前
掲
『
類
聚
雑
要
抄
指
図
巻
』）。

（
４１
）
石
田
茂
作
『
正
倉
院
と
東
大
寺
』（
新
東
京
出
版
、
一
九
六
二
年
）
は
二
つ
の
厨
子
の

納
物
を
「
御
手
廻
り
品
」
と
す
る
。

（
４２
）
石
田
茂
作
『
正
倉
院
と
東
大
寺
』（
前
掲
）
は
献
物
帳
の
楽
器
に
つ
い
て
、
聖
武
天
皇

は
時
々
こ
れ
ら
の
楽
器
を
総
動
員
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
楽
し
ま
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
す
る
。
一
方
内
藤
栄
「
北
倉
の
楽
器
」（『
鹿
園
雑
集
』
八
、
二
〇
〇
六
年
）
は
、

こ
れ
ら
の
楽
器
の
う
ち
大
唐
楽
の
楽
器
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
五
月
に
帰
国
遣
唐

使
と
と
も
に
御
前
演
奏
を
行
っ
た
唐
の
楽
人
か
ら
献
上
さ
れ
た
も
の
と
み
る
。

（
４３
）
続
日
本
紀
天
平
勝
宝
八
歳
五
月
乙
亥
、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
十
二
月
乙
亥
条
。

（
４４
）
後
藤
四
郎
「
国
家
珍
宝
帳
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」（
前
掲
）。
後
藤
氏
は
そ
の
武
官

組
織
を
授
刀
舎
人
寮
と
す
る
。

（
４５
）
三
代
実
録
の
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
中
村
光
一
「
内
裏
春
興
殿
収
蔵
の
掛
甲
に
つ
い

て�

『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
二
月
二
十
一
日
条
を
中
心
と
し
て�

」（
史
聚
会

編
『
奈
良
平
安
時
代
史
の
諸
相
』
高
科
書
店
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

（
４６
）
正
月
七
日
の
御
弓
奏
で
は
兵
部
省
が
造
兵
司
（
後
に
は
兵
庫
寮
）
の
調
え
た
弓
・
矢

・
鞆
等
を
献
じ
、
こ
れ
を
内
蔵
寮
に
収
め
た
（
内
裏
式
上
、
儀
式
巻
七
、
延
喜
内
蔵

寮
式
・
兵
部
省
式
・
兵
庫
寮
式
）。
ま
た
儀
仗
の
例
で
あ
る
が
、
延
喜
大
舎
人
寮
式

で
は
元
日
の
大
舎
人
の
威
儀
分
列
に
用
い
る
威
儀
武
器
は
内
蔵
寮
よ
り
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
内
蔵
寮
の
管
理
す
る
武
器
も
あ
っ
た
。

（
４７
）
献
納
品
を
分
類
し
よ
う
と
す
る
論
考
で
は
通
例
漆
胡
瓶
を
調
度
類
に
入
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
食
器
を
一
般
に
調
度
類
に
含
め
る
広
い
意
味
合
い
で
捉
え
て

（１４０）

（
二
九
）



い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
４８
）
大
日
本
古
文
書
二
五�

附
８３
。
前
後
の
曝
凉
帳
（
延
暦
六
年
、
十
二
年
、
斉
衡
三
年
）

に
は
「
白
練
綾
大
枕
」
と
す
る
。

（
４９
）
御
軾
お
よ
び
そ
の
他
の
肘
つ
き
の
使
用
法
に
つ
い
て
は
、
西
川
明
彦
「
御
軾
の
使
い

方
」（
米
田
雄
介
・
樫
山
和
民
編
著
『
正
倉
院
学
ノ
ー
ト
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九

年
）
参
照
。

（
５０
）
律
令
制
の
男
性
官
司
で
楽
器
を
扱
う
の
は
治
部
省
雅
楽
寮
で
あ
る
が
、
天
皇
近
辺
の

楽
器
で
あ
れ
ば
、
内
蔵
寮
が
や
は
り
考
え
ら
れ
る
。
先
に
示
し
た
醍
醐
天
皇
に
副
葬

さ
れ
た
楽
器
で
は
楽
所
の
預
と
と
も
に
内
蔵
寮
の
助
・
允
が
楽
器
を
調
弦
し
て
い
る
。

（
５１
）
男
官
の
４３
宮
内
省
主
殿
寮
、
女
官
の
１０
殿
司
の
関
わ
る
も
の
も
あ
ろ
う
。

（
５２
）
延
喜
式
に
よ
れ
ば
、
元
日
の
大
極
殿
高
御
座
の
装
束
に
鏡
二
十
五
面
を
用
い
る
。
そ

れ
に
つ
き
内
匠
寮
式
で
は
「
元
日
高
御
座
飾
物
収
二

内
蔵
寮
一

、
当
レ

時
出
用
」
と
し
て

お
り
、
内
蔵
寮
に
収
蔵
す
る
鏡
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
内
蔵
寮
式
で

は
そ
の
装
束
は
内
蔵
寮
が
内
匠
寮
・
主
殿
寮
・
掃
部
寮
と
共
に
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

（
５３
）
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
武
器
の
よ
う
に
画
一
的
な
管
理
の
下
に
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ

な
い
も
の
も
あ
り
、
同
類
の
品
で
あ
っ
て
も
個
々
に
は
実
際
に
管
理
さ
れ
取
り
扱
わ

れ
て
い
た
官
司
は
一
つ
に
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
配
列
順
が
関
係
あ
る
官
司

と
い
う
の
は
、
こ
の
献
納
品
を
と
り
ま
と
め
た
担
当
官
司
ま
た
は
人
物
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
品
が
種
類
と
し
て
一
般
的
に
関
係
す
る
と
し
て
認
識
さ
れ
る
官
司
を
考

え
て
い
る
。
但
し
官
司
の
配
列
と
の
対
応
を
厳
密
に
考
定
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
。
各
々
の
品
目
に
つ
い
て
そ
の
関
係
官
司
を
特
定
す
る
の
が
難
し
い
も
の
も

あ
り
、
ま
た
職
員
令
ま
た
は
後
宮
職
員
令
の
配
列
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
概
ね
の
傾
向
と
し
て
の
指
摘
に
止
め
ざ

る
を
得
な
い
。

（
５４
）
こ
の
献
納
の
そ
も
そ
も
の
性
格
か
ら
し
て
当
然
な
の
で
あ
る
が
、
献
納
品
に
付
随
す

る
性
格
の
一
つ
に
仏
教
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。
楽
器
（
音
楽
）・
香
は
仏
の
供

養
に
用
い
ら
れ
、
鏡
も
仏
堂
内
の
荘
厳
に
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
正
倉
院
に
は
「
東
大

寺
屏
風
袋

天
平
勝
宝
五
年
三
月
廿
九
日
」
と
い
う
銘
を
有
し
、
そ
の
日
の
仁
王
会

に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
屏
風
の
袋
が
あ
る
よ
う
に
、
屏
風
に
し
て
も
仏
会
に

用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
武
器
も
大
安
寺
資
財
帳
に
は
「
仏
物
」
と
し
て
武
器

類
が
掲
げ
ら
れ
、
ま
た
護
法
神
と
し
て
の
四
天
王
や
十
二
神
将
が
武
将
の
形
を
と
る
。

な
お
漆
胡
瓶
に
つ
い
て
も
、
供
養
具
と
し
て
の
水
瓶
が
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
観
音
菩

薩
等
の
持
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
仏
教
の
場
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
御
袈
裟
も
、
身
に
ま
と
う
も
の
と
し
て
は
他

に
も
多
く
あ
り
、
実
際
に
御
帯
が
献
納
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
筆
頭
に
掲
げ
る

身
に
ま
と
う
物
と
し
て
御
袈
裟
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
や
は
り
聖
武
天
皇
の

仏
教
信
仰
や
こ
の
献
納
の
持
つ
仏
教
的
性
格
を
強
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
仏
教
と
の
関
係
か
ら
献
納
品
の
分
析
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
い
ま
は
問
題
意
識
の
表
明
に
止
め
て
お
く
。
ま
た
配
列
に
つ
い
て
は
、
何

か
手
本
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
先
例
や
唐
の
事
例
な
ど
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
致
し
た
い
。

（
５５
）
こ
の
こ
と
は
川
副
武
胤
「
盧
舎
那
仏
奉
献
考
」（
前
掲
）
が
指
摘
し
て
い
る
。

付
記

本
稿
は
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
一
日
に
奈
良
国
立
博
物
館
の
正
倉
院
展
講
座
で
「
宝

物
の
献
納
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
し
た
内
容
の
一
部
を
略
し
、
か
つ
大
幅
な
補
訂

を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
献
物
帳
の
調
査
等
に
当
た
っ
て
は
杉
本
一
樹
氏

・
飯
田
剛
彦
氏
を
始
め
、
正
倉
院
事
務
所
の
諸
氏
か
ら
御
協
力
・
御
教
示
を
賜
っ
た
。

ま
た
文
献
の
入
手
に
関
し
て
書
陵
部
の
石
田
実
洋
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に

記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（１３９）

（
三
〇
）


